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序 文 -

松に封する害数は古來その跡をたたない。 従つて松は老 

t となると卒状を星した, 樹幹 に驿曲 が現はれた り.すナる。 

10-90% の時山は曲書や歯書か ら來ると も云われている。

ﾡﾡにょつて多くの松材が各地で伐探せられ, しかもそ 

の跡始末が不充分であった り, 搬叫が週れた り したため, 管 

退に封する商巣ヶ冊となって,天敬との均衡が破られ,多く 

の害史が發生し, 健全木をも食害するに至つている。.

被害の中心地は山陽, 九州方面であつたが. 最近では東 

北地方 道前に も及ぶと と になつた。 本道でも大正14年頃札 

幌地方殊に 聞 山神 m：境内のプ カ マ ッ林に当書がﾡ生し, 道座 

高局はこれが防除 c 當 つた 小 も あつ たが, 今再び本州からの 

こ ○件成に到 して, 北方地ﾡ として も 油斷 なら ぬ現況にある。

したがって, これが防除にﾡしてf林野局及本場と も協 

カ ヒ て, 决全 を 期して いる が, 確年 この 被害 調先のた め 靑練, 

秋 田門督 林 局 管内 c 出 張した井上技 官から復命 書 の 拠 出があ 

つたので, 適正な防除法にり, ﾡ來この種桜害の変延を防 

さ 得 る 様 にし たいと 思い, 共にとれら告を取りまとめ,、一 

ﾡ参 %と して 印 刷に附するととにし な。

昭 和 24年1 月

林 ※試監場札幌女場長
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松喰蟲の被害と防除

8は部¥ 上元 嶋

I・緒 ; 言

日本は古來松の國と稱せられる程アカマツ,クロマツが廣く分布し,南 

は四州から北は北海道南まで植栽せられ,或は風致林と し或は造園木と して 

國民保健術生上大いに役立つてい る。林業家の立場か ら見ると 松林は湖害防 

億林,飛砂防止林,防雪林或は水源涵養林として治山,治水上大きな役割を 

持つているのは勿陥, その材は建築材, ベルプ材, 挑木, 新材として國民生 

活上に多大の恩恵を典へている■ことは今更申すまでもない…

然るに こ の大切な松林に昭和の初期か ら種々 な9孔 親 が 大 發生して, 

1992〜1945年に至る被害の梨計は林野局の級表に依ると, 面ﾡでは 665,944 

町あ, 木数では 22,863,167 本, 林積では 3,694,903 立方米 (13,801,650 石) を3 

した。昭和 22 年末の未慮理被ﾡ材の1民行林合計は面積では 127,419 町歩, 

本数では4185,902木, 材械では 3,668,711 石と發表 され,なほ終息の度様が 

ない。 、 ・

過去の被害の 中心は 山陽, 九州地方であつたが,最近では段々北上し, 

目下 城 京附近まで被害が著し く 菱ほし, 証に東北 (典羽) 及び北海道南にまで 

發生しはじめだ。 、

朴術林野局は昭和22年12 月 15 日林業試絵場に全國の研究者を招楽 

し, 松喰思防除協議會を開いた。その翌日には試ﾡ場内で試験の具間的分推 

,こっいて協議したが,その際東北, 奥羽及び北海道は 1ブロックと して試驗 

を指なし, m除陣の强化に當る ととになつた。・



筆者は先づ激害地方の眞相を知らんとし, 昭和23年不他用務の庁に岡 

山,九州地方の投喰当を設新した。更に豆には東北(奥羽)地方の被術調症 

の機命を得たので, この際北方のﾡ害ﾡ況と防除の指を述べ, 一歌の注意 

を換起するど同時に, 関係各位の您みに佻し,東北 (奥材) 及び道市の被書は 

これ以上必大せしめない様に喰ひ 止めたい。若し拙著が多少な り と も現地各 

位の参考にならばと考へ,未だ不定全ではあろが, と り あえず防除の指針を 

速報する次第である。 '

本開在所究にり倶本省林研局山田林務師長及び佐本岡行料野部長以下 

開係各位○御扱助に登し割2登を表する。

本調を實行に當り靑森を林局新存終替部長,菅修三造林課長,沼深抜守, 

芝親了技宮,林業試驗場百森支場村井三郎抜宮,本付m統技管に秋田公# 

局官候經公部長' 遊林課各位, 尾崎.正次技官,林業試験場秋田支場寺崎ﾡ正 

技T 佐藤邦法技官,同釜淵分場為橋良雄技官等は多大の和援助を帘せられ 

た cと に到し深謝の意を表する。

貴重な女献 を貸興せ ら れ秋々 御授助下 さ つた九大秋授江ﾡﾡ三博士, 安 

松京三博士, 北大教授内川登一博士,渡邊博千尙士, お山間動情, 小島像 

文博士立び高極弘博士に感謝の藤を表する。

林業試驗場長吉田正男博士,長谷川考三博士, 今關保護部冬,ロ底正依 

技1, 日高義實技官等は本調先研究に對し種々 御授助下さった。数にく御 

ian上ゆる。

林業試験場札帽支場長原田泰博士は本調非研究に當 り ・ 研究の自 山を興 

へられ画々御扱助をﾡつたことに登し深謝の意を表する。※同虫町一, 

新収一比, 若林印央氏等は本報省取ﾡめに際し種々協力し換助されたととに 

對し感謝の糕を要する。..

I. 東北 (奥羽) 及び道南地方の被害狀況

東北 ()地方の被は, ﾡになつて清く注目 されは じめたのである

力,昭和 23 年度斎森營林局管內の被害は第 1 表,秋田替林局管内の被害,:

第 1 田 I形町NiIW党ﾡ村字新株岡林ク ロマッム 

木 化倒 弱 皮状況 (秋田替林局述林課掛場)

第2回 岩手が市回川ア カ マ ツ 木の

※害状況 (木村氏)

3



第2の通りである。

第1表 森な林刷内の松ﾡ役む (昭和23年性)

軽名 高 名 #私|面 熱

(町)

---------------
材 ﾡ

(q)
備 考

上 ・ 北 カマツ 1.30 180 50.00 昭和23年 3

・ 1.30 ISO 50.0n 月以降9 月 

までの被析

・ 明 深 • 100.00 6,110 1,830.00
% 古 市 3,26 8 52.00

岩 手
下 明 の

九 月

1.78
6s.00

8
37,000

17.00
60.00

t閉例 0.01 89 3.00 •
岩 手 72.30 4,183 1,316.00

計 ■ , 245.35 47,39S 3,208.00

宮 城
ﾡ 生

名 k
アカマツ

ク

0.00
1.00

1,200 200.00
100.00 木ﾡ不明

•
7.C0 ■1,200 300.00

253.65 48,778 3,61S.001 ・ L

第 1 表につて見る と ・ ﾡ森ﾡ林局管内の被害は面積 253.65 町, 本数 

48,778 本,材積 3618 石を算 してい る。 ﾡ昭和 23年9月28日 北海道新聞 山 

森地方版に依るど, 岩手ﾡ下の民有林被書は面ﾡ35町歩, 本数62,755 卜, 

材積 12,774 石であ ると云うから, 官民行林を合する と 可成の被害が:出ていろ 

こ とがわかる。・

第2まについて見ると, 秋田営林局管内の被害は面ﾡ1,145.88町,*数 

8974 木, 材積 5991.87 石を算 している。未だ發生の初期 と は云ひなが ら 可ル 

りの被害が出はじめていることがわかる。

一方北海道の被害は, 大正 11～14 年頃札幌地方に於ける アカ マッ林iに 

彼生したことを原田I氏が報告(1025) されている。越2て昭和9〜1049 

余市附近の殺道防雪林の球州 クロマッ, アカマッ約7 町歩が枯死したが:

第2表 秋団林ル内の松当磁害 (昭和23年))
〜.*www ***** 
ﾡ % 郡名 樹稲

- ------ -

! (町)
ボ

wwww 
材 緊 

:____ 回____

・--*** ・wxwwws

能e 代 市 クローツ 2.53 253 ,291.S7 ・和"3年4
駅

H 利 " 19.64 1,913 433.00 〜10の磁

t 22.17 2,166 724.S7 当

商 村山 アカマツ 149 00 273 138.00 •
1 i 田1市i クローッ 0.03 2・ 9.00

西i村山 ヒメコママ 950.00 609 1,620.00

III 形
東証則m アカッ 10.00 13 8.00
四國潟郡 " 10.00 1,000 12.00 \ • <

上 " 4.00 53 . 30.00
他 i#f クロマッ 0.06 25 31.00
東 ﾡ 川. ・ 7.28 1,833 2,820.00 *

112946 6,508 4,067.00

黒間.1 . 1145.63 S,o7i 5,301,S7

あり,"時著者はその被害状況を調在し多救の振木を得て居る。 昭和23年 

には道南では函館〜七飯間の赤松並木や五稜郭保安林が次第忆枯死しはじめ 

ている。 、. ・

. 又野幌國有林内の人工植裁カ ラマツ, カマツ, バンクスマツ等は ﾡ 

時増伐に供せ られたが, 前 2 者に は カラマツ ヤッキ クイムシ Jprcombrae) 
/ <

(Heer) 後者に はマツキボシゾウム シ Pissodes nitidusRoelofs 等が發生 し なた。 

単に取時中白石附近や野幌味附の7 カ マ ツ鐵道防雪林がマ ッノキクイムシ 

やツ ・ボシゾウムシのためﾡ死したとと は未だ記憶新な も のがあ る。

大に事北 (奥羽)地方の被特委生状況を見るとの如せ係件のとさろに 

多い。 ・ .

(1) 人家に近い道路の並木

この被管は座岡一沼合内間や能代市内並木等に賞例がある。こ れは磁時 

H伐した九太を都市や村落に運んで來て, その後放阻して置いた様な場所



に多。

⑵ 製材工場や研土場附近の松並木や庭区木や山#

これは被害材が剝皮 されずに 士場積みと されている間に； 附近の松樹に 

松喰当が飛んで行つて加管していろのである。

(3) 感時中樹脂 を採集 した松樹 ./

Grlam, s. A. 氏 (1929) が發表していう樣に,樹脂は元來経苗の侵入:,： 

防ぐ作用をもつているのであるが,戰時中に樹幹に傷をつけて樹脂をとつた 

ため, 木が義羽し松当の寄生に都合がよく なつたこ と。

(4) 松の枝 を薪材 と して利用 してい る 人家附近の松樹

マッの新材を皮付の曲澤山運び積んで置く と, そとから数が:飛出して 

人家周囲の松林に一寄生している,

5) 山火被害松樹

軽度の山火被管木は強管にﾡ りあから, 速かに伐採剝皮 しない と衛数 

酒殖の温床となっている。 *

(6 ) 他の病歩害に侵された松樹 .

マッノ ハブル病(LoPhodermium sp.), マツ ノ校曲病 Cerangium 4bietis(Pers.) 

Rcivar.jatoica. P. Henn:等の被特木やマッ カ レ ハの被害木は,非常に明 

するから松"型の被書にﾡりあい。

⑺戰時增伐跡地周邊の松林 •

戦時中増伐した際枝條,末木を林地に遺棄したため,それが瀏技となつ 

て穿孔留が増殖して附近の松林に寄生加宮している。

(8) ﾡ後に於けるげ銀地周迎の松樹

開ﾡ者が一時に多数の松林を伐探した場合剣を動行せす,長い間丸太 

を野欣みにして置く と, それが基のﾡ殖所となつて附近の松林に被者を及ほ 

している。 - ・ ・

(8) 煙害 木の 多い地帯

ﾡ衛に依つて弱つた木は曲害にﾡ り 場い。

(10) 風管木, 水告木, 雪害木の多い地帝

反害や水害や①害で表明 した木は以害に就 りめく, むのP注床となるの 

, その附近の松樹に被害を及している。

II, 主要種類の形態 と經過習性並に林業上の関係

著番はﾡ森, 秋田所ﾡ林局よ り 松喰筠被の例先の委期を受け,昭和23年

月20日～6月28日 及び同年 9月19日〜9月29 日青森, 岩手縣下 を, 同 

7月11日～7月20日秋田, 山形縣下及び北海道南を, 同年8月26日〜 

日北海道余市那下を調査する撮合を得たので, それに逃づいて東北地方及 

'北海道の被宙出 を詳述すると 次の如 くである。

(1) マツノキクイムシ

4 名 Myclophilus pinihcerda Linne.
* ・

所 ﾡ ﾡ場目 小窓思科

彼衛権物 アカマツ,クロマッ,.チョッセンマツ, 共他松類

分 布 本. 九州, 四属,北海道, 納館, 西比利亜, 政地

1.形 ﾡ

払 はﾡ色火は黒に して光ﾡあ り, 

を 生す。ﾡ部は方狭細 となり,前背板 

oi 火には滑かな縱線を存し,共の商側 

c細動出布す。親朝は前行板 よ り細く 

奨 さ は価の略 3倍あり。翅新に はﾡ係の 

細谷動列あ り。列間部には小ﾡ位状突起 

あ り 叩モ を表ふ も, 第2 列の即統列は末 

ﾡの8分の 1 附近上 り消誠し短溝をな 

す。こ の特徴は単に於て者 しくマッノコ 

キクイムシと容易にW別されろﾡな り。 

pは賞問色に して球ﾡ部は4節,沖間 

部は6節より成る。體島 3.5～5.0ﾡ, 普 

45相内外。

頭及び前臓に は次色の粗毛



幼 白色無脚,第1節は大にしてグしく資色を行。個長6.0相内外。

2.経過性

本種の世代は年 1 が許通であろ。成森は九州地方では正常の ものは2 

月頃,山I閥地方, 東京地方では3月頃, 東北地方では4月中句頃, 北海道地 

ガでは4月下仰頃い 外界の須混が日中ﾡ氏15度を越える被になると, 越年所 

から出て新な食餌木を需めて飛翔 し初める。然し九州の地では 日 商;書N氏

(1943)に依ると10月よ り 3月に瓦

つて産卵するというが, 期の短

い暧地では斯様な異例も生ずる ら

第4回 マツノ キクイ ムシ喰侬

レe 細谷述山氏(1942)が:朝鮮で 

實験 されたところに依る と, 木種 

はブカマッの認皮部々 位の合 f水 

分が 90～140% (級皮都の細成物 

Kに到する該部の保有せ し合水分 

の百分比) 程度の衰弱木又は代採 

木等の樹皮下,殊に厚度部に好ん

で武入する。而して雄が最初穿孔, 

し始め5相位べを掘ると, 唯が入 

つて來て 1極弱程掘つて交尾空 と 

作つて交尾を行う と云うが,変尾 

室につては Krausse,A. H.(1922) の報告がある。第 1 囘の交足を終へた雌 

は, 基入孔上 リ上方に向つて10

肩で保輩しながら報皮部内に産 

卵する。商卵敷は 普通 40～60 個 

進み, その間は孔の兩側に白色

の卵( さ 1.0 相, 備 0.6 希位) を

4～10何宛並列せしめては, 木

〜 20 施の 里縱孔の 母孔 をﾡつて

第5回 ッノキクイムシ母孔のさ 
と産卵との喫係. (Trsgaral)

である。産卵數は母孔の長さ と關係があ り,Trigardh(I921)の調Eに依れば 

sdhnweden では第 5 国の如 き結果 を得て いる。 雄は この間雄の掘った木屑 を 

外界に排出ナる役目をつとめる。第1回の交尾後のものでも更に間孔内で交 

を行う ものもあることが知られている。

産卵期間は此較的長 く 20 日間位試 くが, 卯朋Wは泄度に 關係あ るらし 

(-2～3間である。時化幼当はﾡ孔にﾡuに子孔を作り, 樹に水不の方 

向, 二食ひ進む,子孔は比核的長 く 母孔の長さ以上に述/る ものも少く ない。

. 幼員期間は約20日mで, 報皮部内の子孔の求端部にﾡ叫形の第宝(奨さ10 . 
E,幅S札)を作つてこの中で師化するが, 比校的報良部に樹生している も 

のは知虫を木質部に作る。

師期間は 16～20 日間である。新成地は九州では 5 月上旬,•山圏地方では 

6 月初句,東京地方では 6 月下旬,東北地方では6月下ﾡ又は7 月上旬,北 

歩道は 7 月上旬頃より 発生する。羽化営初成当の色は白色であるが, 約1週 

間の間に黄色一褐色 -黒M色→畑色にﾡじて外界に飛び山すのである。

本団の繁殖は期 1 同であつて, 母孔内のル数の な命 は 20～80 日 か 

通とされているが,中には2同ﾡするものがあるらしい。然しこの場合2 

ﾡ日の推をなすものは, 新成当ではな く 必ず前年から越年 しな古い成準だ 

1 と 収省されている。とれは第 1回目のﾡ殖が樹ﾡの分泌他の原因で不成功 

に痣つた場合に起る もの ら し く,普通の紙過をとつているものとは云へない 

c あろう。 Escherisch 氏(1923) に 依れば第 2 囘 目 の ﾡ孔の長 さは第1同目の 

それ上り短く, 商卵数もづつと少いとされている。

5～ 月に正つてﾡ化した新成曲は, 決して樹幹に侵入する ことなく,生 

立本の流 1 年の若改に使入 して強心部を嗜食する。 この若校の食害は 10 月 

頃をで試くが 秋多の候, 寒さが烈しく なる前に、成陽は若枝を解して大距 

立木の地上:15 米位までの幹部や新しい伐根の樹皮下に 多数9入 して越年し 

u作を待つのである。然し北海道ではは若ﾡのﾡ心部に使入した体で越年 L. 

ているものが多致あるの で越4について はﾡ研究 o 係地があ る ・

.本種の經過常 を示せば次の通 り であ る。 .

/



(:ォ常っ名期引 ----- ・ 会 ・ J
若株"7セレP参期］

本種の新成龜は望化した附近の木の若枝,或は自己の繁殖した木の若屋 

に飛んで行つて後食ご, 鈴り遂距ﾡには飛ないらしい。然Lの繁時に 

は2～3打も飛チナると Schcidter氏も發表していろ桜に可成の伴播力がある。 

日 木の状に強反の吹 くとと ろでは, 氣流に乘つて可成 ら 遠距ﾡ会で燃られ 

ろものもあると思はれる。

3. 林業上の關係

本種は 木邦に於てはブカマツ, クロマッ に好んで寄生す る。後は 104 
以下のものには稀である が,融老齢木に は著しい被泳があ る。ﾡも被書の多 

いのは35～04生林である。然し老齢木が無くなると 10～15年生の松朴を 

も加者力る。 越年した成熱は,早年日中の氣温が期氏15度を越える様にな 

ると飛ﾡし初め,淡明木,病木,風害木等の皮部にﾡ入して, 樹皮下に大 

形の母孔及び細長い子孔を作って大害をなす。而も本種は松樹大役木の二：こ 

部 (厚さ2相以上) を好食する。

5〜7 月にIつて生する新成数は,・松樹の前年の若ﾡに至り面i券よ り 5〜 

6掲下方ょ り緒部に容入して省する。9 月頃以降になると'落年度生長の若 

枝にも穿入して髄心加を食害する。食汽を受けた若枝の針葉は次第に黄白色 

となるので, 一見 して殺害枝であ るとと を知ると とが出來る。 本数は健ﾡ木 

の若桜を食するものてあつて, ﾡ放が多いときは一樹の若俊が殆ど食ひ兼 
・* ・"

される こと があ る。然るとき は蒸徴用及び生がﾡ管 さ れるので,姉行な 

る健康木も次第に凝溺 しはじめ,ﾡ期の武入ﾡﾡに都合の上い係件とな 5o 

であ る。本邦の永に キクィムッ の外に各種象外論 や天牛ﾡ等の審曲が種 波

生しているところでは, 本種やのマッ コキクイムシ等の若桜の企害は, 

ﾡ樹林被ﾡの顕をなすものといへ上 う。.木種の新成曲の若桜の企害は10月 

末まで続く が,秋冬 の 候強風や風雪があ る と被害枝は地上に落下する。この 

彼害を年減つた木は, 新枝が無くなるので「ウラ=ケ」となり種子の結賞 

が不良となるから松の天然更新上に苦行害なのである。 筆者が 1918年岩字 

麻ﾡ深のﾡ映賞監場に至つたと さ石井所長の話では, 周网の松林が毎春苦 

色の花粉 を地面に飛散して見事であったも のが, 本被害のため近年は極めて 

それが少くなづたというが, これは結實と夫いに關係があることが宗知され 

よう. ﾡ本和は大森林の内部より林ﾡの日ﾡりのよい部分や, 皆伐跡地や保 

ﾡ木な ど に ﾡんで寄生ナ る 傾 向が:あ ろのは 防除上注 目ナべさ Eで あ る。

(2)マツノコキクイムシ

巩 名 Mlyelophilusminor Linne.

所 局 納知目 小i科 ・ .

被寄ﾡ物 アカマッ, クロマッ, 他松類 ・

(被害部は樹皮下で原皮部及び若枝)

分 布 本州,九州, 四図, 北海道(新記ﾡ),朝ﾡ, 西比利亜, 支郡, 政州

1. 形 1 
成曲 Mは堀ﾡ色ル至黒色, 支納は黒

色 乃至赤根色. 前胸背の幅は長 さょり廣 

• く, 前方に狹まり,微細な小點密布す。翅 

Wは黒色に して點刻列あ り ,その列間にﾡ 

粒状突場を行し, 剛毛を生じ光澤あり。本 

種の 形態は M. fininerda! に 極 似ナ る も 知町 

列川 部, 第 2 列のﾡ粒映突起列の削毛は,

郷主 で清央ナ る こと なき を以 て容易に ﾡ

. pL。個屋 3 耗內 外。

幼数 題は白色にして無脚なり。・長

3*内外。 .

- 11 -
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2経過習性 '

本風の世代は年1回が:普通である。成自は九州では 2～3 月, 山B地方で 

は 3～4 月, 東北, 北海では 4～5 月 頃外界の氣温が攝氏 18 座附近に な ろ 

と越年所から出て新な食餌木を編めて飛翔し初める。成過は比侵的水分のあ 

る衰弱木を選んでな入する。な入部位はマッノキクイムシより薄皮のところ. 

を好むので,厚 さ 1 ﾡまでの と と ろである。一般に ア カツ樹商 20 米の木で 

は5米位主ではッ ノキクイムシが多く, それよ り 梢頭以下 5 米阳近まで, 

涙初が寄生してゐるのが普通である。親払がﾡな木を選んでﾡ入すると交 

ハ

第8昭 マツノコキクイム シ

尾の後, 母孔 として 左右 不約の ズ ； . 

の複横孔を完成し, 孔の上下に20～40 
敬産卵 じて雌ﾡ共同にて保護する。

ﾡ化した幼当は母孔に 直角 に > 〜3 
銅9孔し, 末端に格同形の蛹室 (さ 

6船, 幅2お)を作つてその中で知化 

すナる。羽化した成当は知盛から各々外 

度に叩孔 (優1.7相内外) を穿つて外限 

に既出する。樹皮面の脱出孔はマツノ 

キクイ ムシ の如 く設融せす, 付孔を 

心に上下に並んで認め られる。木種の

’生活史は大履前秘と同段と報告されて 

いるが, 未だ正確な研究發表は見當 ち 

江。新成曲は九では 5 月上〜 ド旬,

関西では6～7 月,東北では6月下仰〜7 月下旬忆發生する。新及は 10 月 

主で後金のため松樹の満1年生の枝に9孔してﾡ心部を企客する。ﾡかる性 

賞はーッ ノキクイ ムシと殆ど同わであつて, 9 月以降になる と當年仲長の：:

核にも穿孔して諸心部を食害する。11 月頃に新をﾡして越年すると云うか, 

その場所は未だ充分明かにされていない。日 商5賞氏 (1932)に依れは, 九州 

地方では多期は樹度のﾡ目等にﾡ伏して越年すると云う。

-12-

本ﾡの経過は 未だ充分明かにされていないが, 頃州の調在では産卵後 11 

～12 選間で新ル当が我生ナる。マッノネクイムシより約 2～4 週川位辺れて 

新成当が殺生ナ る ﾡが著 しいよ異 で あ ろ う.

3. 林業上の開係

小種も亦本邦産アカマツ,クロマツに好んで密生する,被害は壯聆木か 

ら 名齢木に至る a で發生ナる。地年 した成費は表勝木や新掛な四木に好んで 

盗入ナるが, 健全木に も誓入ナろ。梢頭部の小枝がキ イロコキクイムシに依 

つて橘死さられた様本牛枯木は, 本師の最も 好食する ところである 0 或は 

i年以楽本ﾡ及びーッノキクイム シのために若枝が後食されて落下し,安躬 

した校な木に地多所を川た広当が各んで基入 して像制する。本種が繁ﾡのた 

め獲入る部位は, ッ ノキクイ ム シの生部よ り 上方の比桜的皮部であ 

るととは概州に於けるAltum の報書(1890) と一致している。喰痕は純皮部と 

木ﾡ部の明方に a たがつて作られる。 マッノキクイム: の琉痕は 主 と して報 

ダ部にのみ深く現れろが, 本種では木質部にも深く現れる。而も本種の母孔 

t10桁以上に逮する故出孔であるから, 樹液の流動は遮斷され易い： した 

がつて木ﾡの寄生を受けた木はマッノキクイム シの場合に比し造かに急逃に 

怖ナる。 . C.；

ゅ～7 月頃1生ナる新及曲はッノキクイムシと同誠, 後企のため松樹健全 

木の1 年生の若枝に穿孔 して髓心部を食害するが,秋になると當年生の成 

熱校の試心部を も食審するに至る。後食を受けた岩桜の針葉は大第に責色に 

愛ナるので, 一見して被書桜であるととそ知るととが出楽る。本種が一樹に 

連年寄生 して若枝の聴心部 を食害すると,樹冠部はウラゴヶとなり, 著しく, 

我財J■るので,他の第二次第墨例はソウムシ,カミキリノ、シ等の被害を受け 

必くなる。或は本盜が一時に多數寄生 して,一樹の若枝を失う と 注は,樹勢 

i念滋にへ, 聖がは本ﾡの越冬成曲が盤入兼藩するためﾡ死するのである。 

齐成;'と に依つて 7～10 月の明若枝が食害 される と蒸散作用 及び生友が阻害 さ 

nれる. そのため超果や雄花の着をか少 くなり,著しく 結實を不良な ら しめる 

から 天然更新上冇害なのであ る。

- 13 -



第9回 マツノムツバ 

キクイム シ成当

(3) マツノムツバキクイムシ

・ g 名 Ips acuwninatus Gyllenhal.

所 島 納超目 小な 混 科

被害植物 ・カマッ) チョジセンマツ, 稀に トウヒ, カラツ 

(加害郡は幹の上抵又•は太枝の樹皮下で海皮部である)。

分 布 北流道, 本州, 四岡,朝鮮, 北支那, 西比利亞, 

カムチャッカ,中部隊州, スェーデン

1 .'形 懲

成曲 全電ﾡﾡ色〜赤柳色にして, 少しく 光澤あり,資次色の毛を布ナ。 

前胸行は前方僅かに狹ま り, 知動を疎布する。ﾡ前はi腕部 り僅かに投く, 

列間ﾡに細動列を行す。■―■―■一土口 

陷 し,その柄側に3個の歯ﾡ突起を行す。 

上方の世ﾡ突起は小さき も ,.下力の それ は 

大きく, 雄では先端が:2分しているが,雌 

で は単一 の鋭い突起であ そ 動が,著 し特 

後となつている。

2 . 経 ﾡ留性

木種は壯老船木の樹幹上方の海戊にゃ 

枝係部の樹炭下に好心で寄生ナる。喰拡は 

報皮部より木W部に深く作られる。に" 

交足孔があつて, それよ り数係の1孔が放 

射状に走つてろ。 母孔の価は 2.0～2.5 ﾡで非常に長 く 40 御にす ろもの 

もある。數條の 际孔は我曲 してい る もの,眞直のもの, ※状のもの守色々あ 

る。或は母孔同志が相接近して作られたため,隣の世孔と連結して交足出来 

.るぼに'なつてい るものもある。幼ﾡ孔は母孔のﾡ用側に分枝状に 出てい るが, 

各幼曲孔の間陥は他種に比桜ナると離れていろのみな らす, その長さが'•ハ、 

特徴を もつている。 本部は 1 然多雌,であつて,初め雄. が穿入 Lて 数形の交 

孔を作る と,,雌が入り込んで交尾後,各価は共夫々 1本N孔を上下左右に放

■ .
射状に掘つていき,各母孔の雨側に 20～40 
関前後の卯を産むのである。

世代は家地では普通年 1 同であるが,

本州では 2 問であ る。東北地方で成恩が越

所から問し出るのは5月頃であろ。昭 

W 23 年6月21日 青株察ﾡ当に 於てカマ 

ツ 伐倒丸太に穀蟲と幼蟲,師, 新成当が認 

め られた。 木村m義氏に依る と7月23日 

俊倒した健全丸太を 8 月 29日に調査しだ 

ところ,本種の新成期を多数認めたと云う 

から,季の役ﾡ期間は案外短いものの如 

くである。卵が母孔内で左右に著しく 大友 

るM隔を置いて産下される理血は, 期の成 

熱が徐々に行はれるからであろう と云はれ 

ている。 本種は9月下以降になると自己 

。 生れた附近の 孔道 を 不規則に食寄ナるの キクイム シ

み な ら す, 材中に 1 ﾡ位まで深 く 益入ナる性ﾡがぁ る。 
・
3. 林東上,の關係。

本種は クロマツよりブカァマツ に好んで寄生する もの で, 背森縣,岩手縣 

地方には賞に多い。

マッノ キクイ ムシやマッノ コキ クイ ム シ な どの後食に依 », 新條靱が 厶 

されて樹勢が美いた カ マ ツに好んで寄生する。先づ式弱木の稍頭酥の小枝 

が*キイロコキクイムシに依つて告されると, それよ り下方の太い桜係部や皮 

の青い樹ﾡ都は本部に依つて喰質されてい ろものが多い。したがって本種の 

ﾡ坐部位は カーッ州 M木や老動本の 中央より 上方の薄皮部の樹皮下であ る。

戌は山火に依ってア カマ ッ林が朝度ら被寄を受けて業罪すナると,・本種が 

敵部に寄生し易y。、岩手撃校尾前森岡布林で昭和 23 年 5月 山にかかつ 

なカ マッ川齢林を同4 9月26日に調在したと こ ろ, 本蹴が薄友部に大發

- 14 -
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生して枯死を逃進させているのを知つた。

東北地方では九価がアカマッ 正筆編で加害する こと は稀で, F部の呼炭 

部にはマッノシラホシザッムシ, オオ ゾウムシ,マンノ キクイ ムシ, カミキ 

リ ム シeの竹れかを脳ﾡじていろ乙 とが多い。東京上 り九州に至ろ地方のデ 

» マッ林のﾡ皮部にはマッ クロキボシゾ ウム シ Pissades obrcurusRoclofs の寄 

生が多いが, 東北地方のカマッの薄皮部にはツ ク " キボ シゾウム シが治 

=見られす, 本種が多いのは面白い對照でめる。

本種の寄生部位は太V桜係都や樹砕上方の薄皮ﾡアあるから,森材と L 
て利用される部分に相営すナるため, 友落のまま人家の附近に運城されること 

が多く, 本量体拓のﾡ合が多いのでの政扱は特に注意をﾡナる書曲である、 

本ﾡは夏季混ﾡな時期に活動するので,.マツの青變歯のﾡ播をな し松 

樹のﾡ死を逃進せしめﾡだ有寄な種類である。

荷本種は カーッ, クロマ ッの外に ガラーツにも 寄生 し雑ﾡ性であ る こ 

と, 生立木に も加害し得る こと, 分布が極めて廣い こ と等の特徴を持つて居 

る關係上,東北地方の マ ッ林の恐は府來本種となる可能性が多分にあ 

る が ら影除の 決全 を 期すべ きであろ う。

(4) マッカワノキクイムシ

學 名 /加 troxim Eichhoff.

所 ﾡ 相翅 目. 小盛会科 ・

彼密ﾡ物 カマッ, クロッ, エゾ 

マッ,(加害部は樹幹中央部 

附近機皮下)

分 布 北れ道, 本州, 四國, 九州, 

朝節, 政州, 締岡 
・ /

1,形 態

成ﾡ 銀は閲筒形にして黒初色光浮あ 

り。前胸部は細 り少しく長く, 部に近 

づくに踏ひ利深き細欧ﾡ布す。中央の縦線 

111 回 ッガキ 
クイムジル島

は不明談なり。刻可部には同大の監刻列あ り, 列間部は秋く 美麗な魅刻あ りe 

ﾡ前の斜面部は叫形でﾡにあ り ては兩側に各4個の曲を有し,その般下の も 

のは側の中 央部より少し く下部にす。ﾡにあ り ては両側に を 3 個の歯を 

行するも, 雄の如く 發達せず。本ﾡのﾡ仰の球ﾡ部は聞刷状をなし継合線に 

は淡灰毛を生す。記長32～3.S耗。

B
第12団 パ.ッノムッバギクイムシ6, B.マヅカワノ 

キクイムシる、(単箱対面部比恢)

2経過岡性 •

本種は ア カ ッ 壯,老齢木の樹齢 

中央部附ﾡ区部及びそれ以下の比較 

(区部iに 多 い。何れに しても ッ ノ 

ムッベキクイムシより は厚皮部 を好む 

いので, 母孔の長 さ は 5～20 ﾡ位の も 

のである。母孔は中央の交足孔から前 

後に縦孔を勢つが,普通2〜5係で多 

いのは5体位主でである。母孔が交尾 

孔を中心に上下に長 く 伸びた ものや, 

次は時曲して蛇状を星するものもあり 

瞼色は木質部より靱皮部に深く現れ 

ろ。

幼孔は マツ ノ ムッバキクイムシ

-16- -1一



の それに 較べる と 特接 し て 母孔の両側 に作ら れ, 美しい羽狀を 呈して いる 

幼当孔は初め細皮部 を好んで喰害ナ る が, 成長す る に 従つて系載な 木ﾡ部 を 

も喰寄すナる。幼蟲孔の数は 1 母孔について 40～150 側である。

総年した成製は5 月頃から満所を出て, 新しい食餌木を諸めて飛來する。 

昭和23年5月 29 日内山ﾡ仰ポ郡城山國行林のカマツの被守木に成曲が多 

,数寄生していた。本種は夏季高混になると著しいﾡﾡをなし, 室弱木,伐倒

木, 生立木等に侵入加害する。. 本和は氣温の關係上春季の發有•は迎いが,8 
月頃の 發行は極めて迅速で,町化よ り羽化までの日致が4週間内外である。

世代は普通年 2 回であるが, 本州の暖地や九州地方では年 3 同位繁殖ナ る ら 

しいが, 未だ明かにされていない。 本種は9月以降になると自己の推殖山 た 

附近の樹皮下を縦横に喉宙しその借越年する。

・3. 林業上の關係

本種は奥羽の 日本海岸地方では ク ロマッに好んで寄生し賞に多い種ﾡで 

ある。衰弱木や伐倒木に好んで寄生するが,大被害の地方では生立木に も 穿 

入 る。特にアカーツ, グロマツがハ ブル ヒ 病や ッカレ へや短 な ど で 

弱すろと 本種が好んで寄生する。 クロマッ の新技の先端部 をマッノキクイム 

シやマッ ノコキクイム ッが後食し, 次いでキイ ロコキクイム シが校ﾡ部に 

生して樹勢が玄へて來ると,本種が樹幹の中央部附近やそれ以下の部分に寄 

生しはじめる。

本録は身季活動が旺盛であるから ッの青ﾡ商を媒介 して,松樹の村死 

を逃進せしめ恐るべき害数である。東北地方のカマツ林ではッノムッバ 

キクイム シに較べると本種は造かに少いが。日本海岸地方のク F ッ林では 

マッノムッバキクイム シ が海かに 少 く , 本種が實に 多いので全く 反討の現集 

を示している。その理由は未だ判然としないが,多分クロマツはアカマツよ 

り樹度が厚く , 本種の縦ﾡに都合がよ い部分が多いためであろ う。本種は ) 

カマッの川,老齢木では樹神の中央部及びそれ以下のととろに多いが,ク " マ 

ッでは太い枝や樹師の可成 り上部から地際近く まで穿入しモいる。日本海州 

地方では木種がﾡで加告することは稀で, 樹枠下部の厚皮都にはッ ノ ・

・, -18- 

ラホシ ゾウ ムシ, マッノキクイムシ等が寄生し, それより樹幹上部に及んで 

はマッノコネクイムシ及び木種が寄生している場合が多い。木師はクロマツ 

の枝係部や樹幹の上部に も寄生しているため, ﾡ材と して伐探されたものが 

剣皮されナに人家附近にばれ, それが混味と なつて人家附近の松樹を加告 

しているととが多いから注意すべさである。ﾡ本種は樹ﾡの豊高な健全木に 

は寄生 し難いか ら,間を岡行 し林木を位企に誘等ナ ることが大切であ る。

(5) キイロコキクイムシ

4、名 Cryphialus filtts Niisima. ・

所 島 ﾡ畑目 小ﾡ数科

被寄ﾡ物 カマッ, クロマツ, チョウセンマツ, 他松類 

(加省部 枝條部及び梢頭部の樹皮下)

分 布 本州,四國,九州,朝鮮

1 .形 ﾡ

開は略々 格 側 形 を呈し,資色ル至黒柳色にして, 少しく 光澤あり,灰白 

モを生す。前額部に は光深あ ろ横の陞線 

があり, その後方は凹み, 消なり。複ﾡ 

は帽色,岡誠形に して,片側屮央凹む。解

は資色, 球ﾡ部は卵叫形に して賞初を 

aL, 縫合紋写は灰色の微毛を生す。前 

胸は資ﾡ色に して,長さ よ り幅少しく

く, 全面に毛を生じ. 前半は隆起し之 

に；の短ご統が不規則に散在すム後半 

はで小動刻散在す。脚は 資ﾡ色 な り。 

Hm 制は 黄褐色 で前胸背 と 略同編に しず 

九を徹び吸かなﾡ刻を行し, その列間部は狭く小ﾡモを生す。 盤長普通

. 2. 経 過習 性

成当の出現は災地 と 既地で は著 しく異る。東北地方で は 4 月中 仰よ り 活 ■T
- 19. -



動すろが, 山B地方では早き は 2月下何頃上 り活動する。越年 した放強は平 

奈吸氣と共に新しい食価木を需めて飛來し,主と して小丸太や枝條部に穿孔 

し級皮部に不規則なﾡ形の安宝を作り, 

これを中心に左右に長さ 1～2 ﾡの横孔 

'を容つて母孔とすろ。ﾡは交足虫内に 20 

個内外境状に産下される。卵化した幼当 

は母孔に沿つて適常の.位送まで移動し,

.互に相接することなく,母孔に山角のガ 

向にﾡ皮部内を容孔喰管し, の光端で 

ﾡ化する。佐多一至氏(1942)にxれば本 

種が卵 か ら 成蟲に な る ﾡの 期間は ・ 宿 秋 

の低溫時は的 1ヶ月 を要する力:,リエ ;貝 

吸の候は 4 週間位であろ。 日正俊氏 

(1943) が東京で調査されたと ころに依ろ 

と,野外飼育にかてﾡ市期間がが季よ り 

夏季にHる場合の不均が52 日 を示した。本種の世代は東北地方では年3旧, 

九州地方では 4.5 囘位であろう が,未だ充分に明かに されていない。 本種は 

政送, 幼当, 知態で樹皮に越年する。

' 3. 林業上のﾡ債

本種は松樹の直徑 10 ﾡ以下のﾡ頭部や桜ﾡ部の皮のへ ととに 多が, 

時に はアカマ ッの如く 樹枠の 中央附近 で寄生 して いる こと も ある。本種は 

早奈上 り晩秋まで,3〜数回養殖ナる種類であろから恐るべき審曲である」 E 

楽第2女的の管曲であつて,開木, 病密木, 劣勢木％の枝が乾燥して含水 

消の 低下 し た木に生す る種数で あ ろ が,その個値数が多 くなると 生立木を 

も 加害す る。大被害地方では本種が軍列でも 松樹 を枯死せ しめることもあ る. 

然 し魚松の 如 く 樹皮の厚い も のは核係部や柳頭部が本数やマツ ノキクイ ムジ 

やマッ ノコ キクイ ム シの公めに喰ﾡを受けて枯死し, 他の 窖緜の誘因 と なる

特に木ﾡはﾡ殖が町盛なため, 的時寄生木に声型苗を媒介し,松ﾡの枯 

死を速進せ しめ甚だ冇害であ る。又本極は枝條部や梢頭部の細い部分で薪材 

どなるととろに多く, 寄生しているのでﾡ材と共に人家の河回に運ばれ, 附 

近の 松朴に被害 をﾡ播させて い る: 奥羽の 日’本海岸地方の 想松林の梢頭部に 

は 本 団の被害が少 くないから 警戒を要す ろであろう。

(6) マツノカイロキクイムシ(エンチャイロキクイムシ)
・

品 名 历ルWル olabralus Zettersfedt
所 ﾡ 神超目 小当科 .

被寄ﾡ物 アカマッ,チョッセンマツ,エソツ (害部は大毎部樹氏下) 

分 布 排太, 北海道, 本州, 九州,朝野,滿州； 西比利亜, 咲州, 北米

1形 恩

成曲 大形種にしてﾡはﾡ聞形, 褐色又は黒褐色にして僅かに鐘光澤を

行。ロﾡの逃部に牛回形の凹あり, 

その生には縦線を有す。ﾡは赤ﾡ色 

c して中間部は 7 節, 球ﾡ都は 4節に 

して側錐形を呈す。秘眼間には半閱形 

のr を布 し,そのi方に は縦継線あ り, 

nに金ﾡ色の徴モ散在す。前胸げは 

前方に第に細まり, 長さ より も幅廣 

く,中央に隆線あり,全面に深いﾡ剣 

を行す。

超mには 9 條の深 き點刻列あ り , 

後方程廣く深く なり,列川部にはﾡ伏 

の城 刻を行し, こ れは後方に於て粒状

C凸起し, その迎は徴細な野にてゼ

まる。股面は黒色にして界點刻散布す。開は黒ﾡ, W節は初色なり。ﾡ長45

60耗。 "

ことが多い。 -21-
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第17図 ツノカベイロ 
' キクイムシ介

・ 2.経過習性

本極は本州に於ては年 1 同の發生 らしく,著者は昭和 23 年 5月28日 九 

州伊万里, 同6月24日岩手照流深, 同25日沼合内にてカッ上で越し 

た成後が繁殖 し始めているの を採集 した。本種は ブ カ マ ッ では比骸的皮部 

に寄生し,はじめは草縱孔を穿つ。企書は 

主としてﾡ皮部に作られる。母孔の長さは 

8 相位のもので,母孔の兩側又は片側に小 

室 を究ち, この部分に 1 日 2～3 卵究一塊 

と して産男する。ﾡ化した幼曲は放射ﾡに

は進すろ力, 幼当の老然ナるに従つて不規 

期に喰害す ろ ため, 師化ナ る頃は不孔の 課 

になる。 ・

本種は 日 本では年 1 囘の發生である が, 

既州の北部の変地では 2 年に 1 同の紅 を 

とると云う。証貫光一氏(1940)に依れ神 

太では本種は ェゾマッ の薄皮部に寄生 L, 
卵期町は 25～30 日,幼曲期川は 30 H P外,

師期間 は10日位で あ る が,比教的運 く出現ナ ろ ので, 新 しい成当 となら 

に幼曲スはﾡ態で越年するものもあろと云う。本州に於けるカマ ッ 上.*； 

過については未だ充分研究されていない。

3. 林業上の明係

木稲は木州では主としてカッのﾡ, 老齢木の樹幹,中央部以下の樹 

皮下に寄生 して報皮部を喰害す る。プ カマ ッ の被ﾡ激逃地方では本種は 第 2 
次的宙蠶 と見られて いる. 期 ち他種に 依つて枯死 せんとする 木女は ※明木或 

は代倒木に寄生する。特に大極部に 多 く 小他部に は 少い。土場の ア カマ ッ丸 

太等には好んで寄生する種類であるから, 大徑丸太は釣皮するこ とに依って 

本ﾡの 審 を 発れ得 るであろう。 玉貫光→氏 (1940)に 伏れほ樹皮のいェ y マ 

ツでは, この類の寄生だけで充満し枯死する場合もあると云う。 本州のッカ

マツにつては今後更に研究をすナる寄当である。"

・(7) マッノコスジキクイムシ (新ﾡ)

み 名 HlylurgoAs niponicus Murayama,

所馬 納処日 小基費科

被ﾡﾡ物 クロマッ

分 布 本 州

1 .形 態
**

成当 ﾡは田初色至黒初色にして長桁団形なり。頭部には細玷対密布 

し 伉灰色の短毛を製う。口ﾡの周迎及び前頭下部に式ﾡ色の短毛を救う。枚 

卵は黒色なり。ﾡ角の球ﾡ部は長卵形に 

して端はり,3仙の節を有し,式柄 

色を生す。前胸背は前方に狭史り先端部 

ほ丸味 を帯ぴ,中 央に 1 縦線あ り 南側 

に不同のﾡ刻諾布すナ。小師板はﾡ形に し 

て微小なり。刻初の基部は前胸背の幅よ 

り僅かに旗し。題初に数個の阅 く して深 

を 立 刻列あり, 末端に向て勝刻は大な 

り, 列間部に は 2～4 列の微小孔が逃部 

―末端部まで不規則に連載し,各小孔

り賞次@の微モを坐す。越砲中央より 

末；;までの列岡部には,小孔の外に小痛 

第18回 マツノコスジ 

キクイム シ成当

起芽々現れ,それよりﾡ長き淡ﾡ色モを1列に生す。脚は黒色にして黄*;色 

■",毛を装ひ,開節は赤部色なり。第3ﾡ節は前tより幡ﾡし。 盤長3.8〜 

45和。 ■l/.

2 .経ﾡ習 性

本種は昭和 23 47月13日, 山形際他派間四荒市村新林認行朴で多数

された。 同岡行林内にはi年8～9月頃水審を業つて枯死したク ロマツ 

あ り, 許者の調したと さは大部分ﾡ探搬出済であつたが,残つていナたク ロ

-23-
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マ ツ 丸ズ太に本石の が多生 し てい 

た。殺見したときは広当のみが多基集ま 

り樹皮下を不根則に喰害していた,した 

がつて本種の生態は会だ明かでない。そ 

の形態はマツ ノスジキクイム シHylurooAs 

inerntitiais Chapuis に似るも ﾡが小 さ い 

ことと, it胸の勝刻及び支列間部の 

毛とで區別される。

3. 林業上の開係

本種はク ・ッの提株や代倒木の 

皮部の樹皮下に寄生する。新丸太より 

も 好 ろ 少しく,時日 の経過 し た伐 倒丸 太 

や根株に好んで物生する。しながつて松

• 第19圏 マッノョスデ 喰当小被守地では第1大的と云う」
・4*上2パﾡ り年ろ締2大的式当と見られる.

■(8)マツノシラホシゾウムシ

& 名 Cryttorrlyncluts insidiosus Roelofs. ,

所 局 納細目 祭み数科

被書ﾡ物 ブカマッ,.クロマッ, 他松類

(加客部 樹静厚皮部の樹皮下)

分 布 北海道,本州, 四図, 九州。台浅

1 .形 態

成当 ﾡはﾡﾡ形にしてﾡﾡ色ル部黒色を品い 黄褐色の鱗毛を裝 •ぬ 

頭部は球状に1 て小突起及び小密刻密布す。口吻は胸部下面に密求•し,先 

端は中胸飾, 前端の映海に墳入す。ﾡ角は腕状にしてロ物の中央部上 り坐すナ」 

前胸背板の 中央に は縦隆線あり,全間にﾡ大なる動刻をﾡう。前ﾡ枚には 

2封の白色を行するが,明歌に現はれない側間もあろ。支納には9係の2 
刻列及び列間都あり,後者には黄褐色毛密生ナ。刻納の中尖よりゆしく前ガ 

に 1の卵形白凸斑を共ふ。付中

ょり 少しく後方にも不定形なる 1置 

の白色責をを行するととあろも, こ

れは往々清失ナる側ﾡあり。ﾡ下商 

e は細大な る登剣及び白色ﾡモ放生 

ず「脚は黒色,腹節基部の灰白瞬毛 

及び開節の白色長で選者に してﾡを 

た滅す。順民は個體に依り著しく不 

同あ り 40〜75把。 -'

幼曲 ・は回筒形, 乳白色にし 

<,ﾡ面にﾡ曲しを映く。頭部は
, 第20四 マツノシラ☆シゾウムシ成虫

間長老熟せ るものは 10～15 札。が色, 僕皮板は淡ﾡ色な.り。

知 ﾡは乳白色にして前胸部及びﾡ部の背面には短毛疎生す。ﾡ長6～9

内外。 . •.、、,. • •

2 経 ﾡ u性

「こ：は 近京附近では 4 月上 り 10月下ﾡにﾡりてﾡ木に飛ポすろこ 

どが:知られて居り, その活動期間がﾡるく, 最ﾡ期は6～8月であろ。 本 

.； で は本種はﾡ 品く 産卵したものは年2 回の發生 らしい力, 北海道で は年1 

回.,ものが普通らしい。台湖では年4回も彼生するととが知られている。佐 

g .至氏 (1942) に ょ れば兵ﾡ新下では第 1回目が 5〜6 月 に羽化し, 第2回 

日は9～10月ばiに羽化すると云う。日塔証正使氏(1943)が京で調流せられた

こ ろに依ろ と,野外何育にかて桑育期間が卒季よ り夏季に至る場合 102 日, 

αに金後育期加］を継する場合61 日,夏季より秋季に至る場合は91 日と 

みk されている。したがつて項京附近では 4 月上仰に産下 されたものは 7 月 

上用 田化することになり,第2回目の羽化は9月中〜下ﾡ頃1と思はれる。北 

沖血や事北地方では 9月中に 羽化ずる側間が最 も多い。日 商賞氏(1952) c 

依れば九州では4月寄生せるものは7月頃成塾となつつ出現し, 7 月中旬頃

gに寄生るものは約1 ヶ月牛至 2 ヶ月內外にて即ち 9～10 月に成塾とな
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つてH現するも, 8 月以降産卵せるものは幼式態で越年 し 4～5 月に重 りて広 

当となると云う。北道海余市では太部分幼当地年である° 成当で越年の個間

第21図 マツノシラホシ 
ゾッム シ匕索

は何れか一方を利用する。

はﾡﾡ所をﾡし, 何れの場所で越年するや現 

在明瞭でないが,多分林下め地被物中であろ

・うと思はれる。 さの動に開しては今後充分研 

究の要がある。 ・

成曲は 4 月上仰から10月に重りﾡ明木 

又は伐倒木に集 り ,厚皮部の度の制目に1 

粒宛産卵するものの如く,所化した幼当は 

と してﾡ皮部を不規則に喰寄し, 老熟すれば 

喰痕の末端部忆馬蹄形の溝を作 り, その中央 

に更にﾡ虫を作る。島ﾡ形の中心部にて外 

に連する小孔を穿ち,それを木川にてX ; s 
室とするのである。仙間に依つて は場跡形の 

ﾡ部即 ら師虫の入口附近に も 外皮に 達 rる小 

孔を穿つている ものがある。新かる場合設山 

又本種の成数は及季ﾡ林地の松類の幼ﾡ齢木ボ 大 

径木の小枚に飛 し後食 を な し大寄を奥 うるとと が報告 さ れて い る。

3, 林業上の關係

本逸は衰弱木,劣勢木,病宙木,伐傷木,山大被管木等に好んで寄生し, 

普通は第2次的倍当であるが, 大發生地方では生立木に も容生する。ホﾡは 

特に樹皮の厚い部分に寄生Lて, 靱皮部を食害する。したがつてカーマッで 
" ・

は地上5 米以下の部分に多い。クロツ は特に樹皮力:厚い から 可成 り 上部 

で寄生している。ス本和は地下のﾡ系部に 会 で寄生ナ る ので, 激客地では 拠 

株も掘取りﾡ分する必要がある。木種: は軍弱で加をすること もあるが,多く 

は他の害識例へッノキクイムシ, マッノコキクイムシ, キイロコ クイ 

ムシ, マッカワノキクイムシ, マッノムツバキクイムシ, カミキリムシ, $ 

の何れか と 共同加害 してい る場合が多い。本種は乾燥に は 弱いが浜氣に は 

成 り ﾡ。 著者が森釈ﾡ曲で調 化 したアカ ツ丸太の下面が 902% 以上の 

退氣を行していたに抑らす, 本師は完全な發育を遂げていたのには驚いた。 

本種は 大任 木の厚以部に多いから山積みの 丸太に 本証が寄生 し た世製村工場 

に運ばれ,その附の立木を加害することがあるから, 丸太の側皮は殿に 

附行しなければならない。

(9) マッキボシゾウムシ(マッナガゾウムシ)

學 名 Pirsaesnititus Roelofs.

所 ﾡ、初翅目•、象外器科

彼権物 カマッ, クロマツ, ストローブマツ, リキダマッ

(加害部 は樹幹 及桜の樹皮下)

分 布 北海道, 本州, 四図, 九州;朝ﾡ

1.形 ﾡ

成当 間は初鎌形に して,赤ﾡ色〜派ﾡ色を品し次白色及び資色師モ生

ナ。口吻及び腰角は濃規父は黒色,複膜は黒色 

を呈す。口吻は粕長く,少しくド方に變曲し小・ 

M刻商布ナ。ﾡは口ﾡの中央部より生す。前 

内げの幅は翅希の幅と相等しく前方へ次第に細 

ま ろ。その中央に1 縦線あ り, 中共可側に 1 封 

の小動ルの 白色蛇斑及び白 色伊で係 ナるも 明 

隙を状く ことあり。小ﾡ板に白色モをﾡ生す。 

芻ル•には加1なる隠列縱に並ムル,その間虫に

は似小期粒密布 し,第3 及び第 5 I容は特に商 

く隆起ナ。各対mには合合線に傾斜せる係 

話'ゐり。前方は資色, 後方は白色なるも G 間室.

上には資凸部あり, ﾡ納末端部は急に細狭どなる。

第22団 マツゃギシ

ゾウム シ成過 、

その他店合合統, 支

には白許を状う。曜 長 5.0 〜 7.5 耗內外 (口ﾡ共。

・ 2.経過当性

過年るﾡ当は項京附近では 3 月下句, 北海道では 5月頃よ 出現する。
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幼曲又は無態てﾡ年とるものは 5～6 月頃成当と 

なる。交足をげたﾡは樹度画に口ﾡでべをあけ, 

その中に 1〜設側産列すナる。ﾡ化した効当は樹度

下 を援材部に 沿ひ 不規間 な雰孔 を な して喰省す る 

が,1崎所に多くの卵が産下された場合は, その

幼婚孔は放射状を呈する。日塔正俊氏(19曲) に ピ 

れば東京に於てﾡ育期間が奈季より 区季に武る場

合, a内飼育では不均71日,野外飼ﾡでは92日 

であつたと云う。幼强が老熟すれば,弊孔の先ﾡ 

c 木用を 以て 側形の請物 姿 作つて, 木ﾡ部の

面で鍋 化す る。薄抜部のﾡ下で知化ナ ろ 個間 

は,木質部に自己の入り行る程度の師室を作るも 

のが多い。が季産下 さ れた卵か ら 生じた もの は:； 

～4 ヶ月後は成覇となり,ﾡ映物の上部に叫孔を 

努つて外部に脱出する。 当はマ ツ類の幼木若木の桜体に孔を笑ちて樹 

液を吸牧する。 季交尾せる雌塾は 9 月頃に至るまで流卵する。ﾡ本数は倒 

、 木その他の地被物中で越年 し,翌が再び応卵す る 仙置 もあるろ。 く流卵され

た個ﾡは年内にﾡ当と な り 得ナ幼当スはﾡ態で越年す る。前述の如 くボﾡの 

権卵期間は非常に長いPで四季を通 じ同一樹上に各態の ものが發見され "

・3. 林業上の明係

本種はﾡ弱木, 病害木, 風木等のﾡ技の湖皮部に寄生の 幼ﾡは樹度

下を穿孔喰害 して枯死せしめる。 本種は大正 13 年頃秋田営林局性内TIF 
業題のアカマツ に大發生し, 近 くは昭和12 年頃野幌図行様のパ シクスーッ 

に發生して大害を與へたこ とがある。 ヌ木種の成塾は松ﾡの核ﾡ部や幼木に 

孔 を 穿ち て樹液 を 吸收 し火番 を 與へる ととがある。 本種は九州の松喰始大被 

害地方では,他種殊にマツクロキボシソッムシに混じて加守している。海州

なとで, 湖風のため4季校がげ死するこ とがあるが,ﾡかる場合木種が使

入して被を助長しているろことがある。

(10) オオジウムシ(クリノオオゾウムシ) •

& 名 Sipal lpocrita Boheman.

所 属 河題同 彼雑独科 ・

被告ﾡ物 ブカマッ, クロマッ, ヒノキ,ス¥, モミ, トドマッ,サク 

ラ, ブナ, クリ, ナラ, カシ, =ヒ 他内葉拠

(加特部は逸材部) , .

・分 布 北海道, 本,四認, 九州,朝鮮,支滅

・ 1.形 態 (

燃当 Mは次ﾡ至次ﾡ色にして大形なり。口吻の末端は魚色, 部は 

灰用色なり。限は黒色なり,ﾡは肘状

cして, 口吻の 中央よ り基部に稀々近さ •

商側 り生す「前胸け面には多數の小あ

映突起を有し,中央には不脚則な不河縦 

教あり 知, 物湖り端は曲胸背の幅よ り

し 各前には9ﾡの西大なる動刻列 

を行す。列川部の小第 9, 第5, 第7のS 
黑 景 線は稍々 締く 相断ﾡ し. その断間 

にはが色の突起あり。脚にはﾡ秘突 

出を散在し, 課価逃部に役き剛モ答1本 

を行す。脳節 末 縄 に は下方に 間れる役さ- 

町をイし1〜2本の役き剛でを件う。 ま 第24・ オオ ゾウムシ成婚 

・岡は断めて堅定なり。彼艮 14 〜 35 耗 (著しく 不同あり).

効曲ﾡは乳自@にして脚を行せナ,週都は賞初色を品するが, 大顎は 

よく銀地し黒W色なり。ぬ部第 1 普はﾡ々ﾡ化し, 資初色な り。a 部の音 

aiには世域を行するも,側画には継ﾡを布し, Mの仲縮自在なり。第1節上 

り第8節主では瀬次太さを増ナめ, 第9節以下はﾡに太さを淡す。 末端の9 

d○商には 3 幻の肉質域状突起 を冇 し,孔道内の木屑 を神山に役立た しt。 

a 老然せ るもの はtﾡ長30紀内外。
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2・経迫習性

成当は4月 り10 月に重つて不規則に出現する。4 月頃i出現する成数は 

越年せる側ﾡである。広数は俊倒間もなき九太或は他種に依つてﾡ死に頻し 

立木,I大被書木, ¥明木, 病害木, 風倒木等に集り日蔭の部分の樹度下

第25固 オオゾウムシMdc

に小孔を穿ち,その孔に1卵究下 

ナる。卿化した幼愚は直に材部に宜;人 

して喰害ナ る。始め 木の 中心s 向つて 

叫孔 を 穿つが,心材附近に達す る と 年 

ﾡに沿つて述題すろものが多い。4〜6 

月頃産卵 された個親上,その年は老絡 

幼武態 と なつて越年す るが, 翌 担孔

の終端に木玳を稼めて財室を作ってその中で蛹化し,次いで成務となり.！― 

より秋にかけて外界に脱出する。第2年目の多は成当態の働,ﾡ葉蔵は地被 

物下にﾡ伏し第3年目の4 月より7 月 に直ろて注卵する ものの如く であ る。

- 本種の入孔はは じめ小な ろ も 幼曲の成放長 と 共に急激に太 さ を増 し,途にイ ・ 

15代, 深さ20細内外に述し, 俗に戡砲墨 と 稱せ ら 科てい る。

3...林業上の明係

本aは第2次的の寄出であつて, 主としてﾡ弱木,依倒木, 風例木,山 

火被害木等に好んで寄生す る。松樹寄曲の激害地方では他種に 依つて ﾡ死Eに 

頻しな立に木にﾡ入し材死を呼める。被密木の樹株よ り多の木帰を外部に排 

出して いる の は本ﾡの場合が:多 い。幼識は 各和針業樹類の代倒度 刊材に 好ん 

で寄生し,材の工獲的債価を損ﾡるから注息を要する。本種は皮付丸太に 

好んで寄生する も のであるから丸太の刎皮を助行する必要がある。他卜種は 

岩手ﾡ松ル前蒸国有林ではﾡ和23年 5 月山火にかかづたマツ立木に物 

生し,同年 9月25日には老然に班い幼曲を多数認め る こ とが川來た。

(11) マッノ トビイロカミキリ

學 名 Monochamustesserula White.

所 馬 納刻目 天牛科 , •

・
第26回 マツノトビイロ 

カミキッ成地

桜衛ﾡ物 カマツ, クロマツ, ストロープマツ, オキナハマッ, 共他 

松類及びタ ッヒ, モミ, スギ, ヒマラヤスギ

(加害部は幹枝及び材部)

分 布 本州, 四図,九州, 合ﾡ, 支那

1.形 ﾡ

成臨 Mは橙黄色〜赤褐色な. り。細はﾡﾡに到しuにして中央に縦満 

あり, 錦褐色毛密布す。ﾡはﾡ色にして上ﾡに責柳色を袋う。ﾡはﾡでは • 

i。 2 価至 2 倍, 雌では開の 1 倍半な り。

浅向の柄節は 末強に向ひ太く ﾡ色モ商布し, 

他位は細 民 さ ﾡ筒形に して,大部分灰白毛 を裝 

う.前胸背には然状隆起列及び勝刻を有し:兩 

側には太き球状突起を有す。前胸中央の両側 

及び何面に鋳色験條あ る も,ﾡ體にﾡり 明監を 

代く。小折板は鋳色の毛にて置はる。 納には 

6 む っ銹色縱條 を具へ,そ○川盛には淡背白色 

及び色の長方形庭をﾡﾡ状に配列すナ。盤下面 

及 び関に は次ﾡ色モ寄ナ。盤長 23～30 ﾡ。

幼当 Rは乳白色に してﾡ側 埼形をなす。

頭部は黒初色,前胸のﾡ皮板はﾡ色にして,中 

央に波状の横線あ り。 鬧長老熟せる ものは 49 
祀内外に述す。• 、 

2. 経過官性

成曲は 5,6月頃から現れ6月より10月 にEって ッ 規,ト ッ ヒ 類の衰弱 

木 メは 伐倒木の叔皮 を嚙んで淺い 傷痕 を作 り, そのfc1 卵づつ産卵する。 

i化 した 勿爵は樹皮下 に郷入し. 破皮部 と 村部を 浅 く 喰審 して 生長す る。 

この場合の喰ﾡは 不規則な平孔であ る。ﾡ秋に なると村部に 冠ﾡ聞形の孔 を 

ちて脳線の方向に少しくﾡ入し, それ」り 急に藤の上方に向って縦に穿孔 

して幼風乂は師で感年する。大部分は翌が4月中句頃になるとの前後に木
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第27田 マツノ トビイロ

. ガミキリ 喰c

用を諾めて知宝を逃ら, その中に在つ 

てﾡ化L, 次いで5～6月頃からヌ化 

するのである。しながつて本種の世代 

は年1回である。 羽化した成当は叫孔 

を穿ちて外界に批出する:

3. 林ﾡ上の明係

本ﾡは本州 中部以南に特に 多種 

類である。般も好んで共丽木,段倒木, 

風倒木, 山火彼害木等に寄生すナる。松樹 

の大被害地方では,本種の%生が 主因 

をなして枯死している場合もあろ。元 

楽術2次的の著数であるが, 大裂生ナ 

る と 生立木に も 加害ナる。生理的に ・ 

工藝的に も逃だ行害な種類であつて,

一度本経が寄生 した木は殆ど 回 復。 則 

込がないと さい云われている。本種は材中. に入って幼協又は細隅で越年する 

関係上 一旦本換が材部に基入した九太の度をﾡいでも幼曲を殺すととは四 

ﾡであ る。 佐多一至氏 (1942) ○賞ﾡに依 る と 直紙 4.5 寸至 7 寸の創皮九太 

を建繁物のﾡ側と北側とに楼積して置いたところ, 南側の日照に喝された儿 

太の上面でも不均27% 内外は材化設出し, 日ﾡの少下mでは不均862% は 

说匕脱出し,位に北側に 機積 した丸太では上面が平均 30%, 下mが 602 は 

羽化戦出して居たこ と は本当の脳除上特に注意すべき性質であろ う・

本種はヌ他の Monochamus属の も のの如く 及当は松類の幼木や大極木の 

小快に飛來して薄い新ﾡな樹皮をﾡつ後食をなすため, その部分よ り先端が: 

枯死す ろとと が知 られてWる が東北地では ま だ知 られていなv。

(12) コルリキバチ

4 名 Sirex juvencis Linnacus.
所 馬 脱翅目 樹体科 (本ﾡは甲数類ではないが便宜上追加)

放告M物 アカマツ,クロマツ,エゾツ・ トドーッ

分 命 神太, 木州,氏州, 北米 .

"例及び基節は黑変

色なり。 ﾡ長16～36

透明にして少しく黄色 

をぶ。脚は式色なる

代。 ・ •

ﾡ •は色黒色に 

して政部第 3～7 価は一

■ 「形 ・

・範はt順ﾡ色にしてﾡ/基部の大牛は式e, ﾡ論はﾡ色なり。 は

第28回 コルリキバチ 6黄赤色を呈す。ﾡ9は

色, 脚は責赤色な る も前中脚の基師及び刺町は少しく 藍間色を帯び, 後脚 

のみは開節の一部を除せてはﾡm色な り。銀長 12～15耗。

2経過習性

木種は6～9月成曲となつて飛別し, 他の轟類を捕食する。 雌は前記権 

物の樹ﾡに直に産卵管をﾡ入して男子を産む。cれ上 り呼化した幼ﾡは樹 

保内に深く姿入 して食害した後,樹皮面に近い部分に師室を作って期化す る。 

cの も のが期化す.る と 樹皮に ﾡ を 弊つて外界に飛翔する。木当のの生活史 

は環興に よ つて異 るらしく短きは2ヶ年,長き は數年 を 要する と報省さ れ 

ていろ。幼蟲は好んで病木, 弱木, 伐倒木等に旅卵ナ.る。

3. 林業上の開係

木種は世界的に分布の広い種類である。 木村ﾡ氏は 1948年9 月19日

本ﾡの炊曲をず球市公頃内の赤松量害木上 り多数得な。成当(雄)は樹皮に8

内外の回孔を容つて外界に既出していた,樹皮面に多數の圖孔が認められ 

た贿よ り推測すると本種の幼増の 個価は円森市附近の松林には多い ら しい。 

0～0月頃外外にU出したルﾡはマツ類の樹幹に流卵ナるが, cれょ りw化L 

た幼虫は材中深 く 就入する ので冇吿であ る。
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IV. 樹體内に於ける彼害ﾡの 

分布と經過習性の總括

樹置内に 於ける 松喰ﾡの 分布は 同 ヒケカマッ同 志で も ・ 九州地方 と 東北 

地方とでは可成 り相異が認められる。例は九州地方では薄皮部にマックロ + 

ポッゾッム シ (Pisde ouarus Roelofs) が多いが. 東北地方ではその代 り に マ 

ツノムツバキクイムシパ aawtinats. Gyll. が多V。又同 じ北方で もアカマッ 

どクロやッ とでは多少異つている。本書にかては北方のカツ被害を心 

にべて見よう。

. 今カマッ幹長25米の松企数被害木の樹度を制いて見ると, 樹間内の 

当の分布はルそ第29回の如 く であ る。 同回に依つて少 し く 設明を加へる と 

次の如くである。

(a) キイロ コキクイムシ は御 冠の 枝條部では皮の薄い ととろに多く寄生 

L, の個ﾡ数は1に多い。

(b) マッ t ボシ ゾウムシ は地上 16 米以上の樹体や, 太い校の此散的 

皮部に密生しているが,共の個同敗は餘り多くたい。

(c) マッノムヅベキクイムシは地上 13 米以上の比較的識じ部や, 太い 

桜に好んで寄生するが, 共の個題數は實忆多い。 ・

() マッノ コキクイムシ は地上 8～ 16 米附近の利 * 薄皮部に 好んで寄 生 

している。本林は箇所に依つては非常に多かつたり,少なかつたり不同であ 

る。本種の少い 所ではマツ ノ ムッバキク イ ム シが之に代つて分布してい るの 

が常である。

(e) マッノ トビイ ロカ ミキ リ の寄生範ﾡは比較的魔く4〜16米附販に多

(。 マツカワノキグイム シ は底較的厚皮部に寄生 してい る が, の個府数 

ッ ノ ム"バキクイム シに比較すると造かに少V。

(g) マッノキクイムッは 厚皮部特に 2～8 米附近に 事 生して いる が, 車 

北地方では共の個般数は實に多い。

郡厚以

キイロコキクイムシ
Cッッa/us u/vus
ヤツキ水シゾウムン
Pissodes tid'tts

マッカワノキクイムシ 
パ ウroximttu

ツノ キクイムシ
I.yeioウカif iiocrda

マッノカバイロキクイムシ
ノyムySoPrsxlaratts

ツノシラが: ゾウムシ
( ァパイのバァな1ハぐ バ isidiosns

ツノム ツベキ クイム 
が acntitadus

ッノ コギクイ ・シ 
)O'c/oohi/s mintor

マツノ トビイロクミキリ 
A「onoclaptts tcsserila

オンウムシ
S/alis ク/otrit

第29国 樹内 に恐け る 松喰曲の分布 
(東北方カーッ, 全長 25 ">)

-- 35 -



(h) マッノカバイロキクイムシ は樹種のい ところにも, 利々薄い と こ 

ろにも分布しているが, 共の個體數は少い」

(i) オオゾウムンは根際から地上6米附近まで寄生しているが, 商所に 

依 り をの個題数が 多い,

(j) マッノ シラ ホシ ゾウムシ はﾡ部から 地上 4 米附近の厚区部に 毎生ナ

るが,‘,その個般数は實に多い。 .

以上の外マッ ノキクイムシ, マッノコキクイム シ は後食のため 7〜 10 月 

にEり松の若校に獲入して脳心部を食告し大寄をﾡへる。マツノ ト ビイ 日 力 

ミキりも亦後食のため桜ﾡ部の氏を企し, それょ り先端を枯死させるとと 

もある。 . -

日 本海岸地方の クロマッに寄生している種類を見る とマッノムツ バキ ク 

イムシは極めて少く, その反ﾡにマツカワーノキクイ ム シが多く なつているの 

は注目すべきであろう。その他の種類ではカッの場合と大差がない

• 東北地方の テカマッ に於け る松喰当の樹ﾡ内の分布状態は大ﾡ以上通の 

りであるが, 之等の中で特に加害の猛烈なのはマッメキクイムシ, ッノム 

ツキクイム シ,キイロコキクイムシ, マシノシラホシゾッ シ等である。

次;こ東北及び北海道に於ける主要種類の經過習性を總括して示すと第 3

第3表 東北及び北海道に於ける理過西性一比

客島名 産究期 

(川)

羽化期 

(
ﾡ m 加 省 部

>

後企加書 

(月)

破 3 
枯死期
(

マツノヤクイムシ 4～5 6～7 樹度下の以部 枝 
7～10 5～6

マツノ コキクイムシ 4〜5 o～7| 横次下の希単皮部 ッ7～10 4～6
マツノムツバキク イ シ 5～8

6～10
樹政下の海皮部 ' 7〜10

ッカワノ キクイムシ 5〜8 協皮下の拊厚皮部 7～10
キイロコキクイムシ 4～10 5～10 枝孫樹皮下の薄皮超. 4.o

マッノカバイロキクイムシ 6～7 二 8～9 柚火下皮部

マッノ シラシゾウムシ 6～10 8月下付 
～9 グ •

マッキシゾウムシ 5～9 7～10 枝係反出時の洗皮部 8～10
オオゾウムシ 4～7 ; 0～9 樹仲厚皮部 8～10
マツノトビイロカミケリ ・ 6～8 6～7. 樹 神 ...ww 〜

8～10

の如くである。 • 一

第29及び第 3 ょ り考祭すると松価当は次の如き特徴を以て現れて 

いることがわかろ。 .

(1) 審当の種類が』一でな くマッノキクイムシやッノコキクイムッの

如く 生活史が親維な ものがある こ と,

(2) 管当の彼生が年1 問の も のだけでな く ・ 例へは キオロコキクイムシ

の如く 年數囘發生す る ものがあ る こ と, .

⑶ キクイ ムン や カミ キリム シ等の如 く 種類に依つて加害の様式が皆異 

つているとと。

(り 各種郷孔当の編ﾡが不規則なため～11 月まで被害木が發生してい 

るから絶えず照除を要すること。

以上の外松喰当は Cerdostoniella iws Rumbold, C. Piccae Mlinch,等の青變商 

を蝶介し, 松勘の枯死を逃させる特徴を布しているととが, 本費の防除を 

一肝因難ならしめている大きな要であると思ふ。

v. 被害の早期診断法 .
' . ・ ー・ ・

森林は一般に人里端れ,変通の不便なところに大面積に存在する場合が 

多いので, 初め被ﾡが小部分に張生 して いて も 氣付かぬ と とがﾡ々 あ ろ。氣 

の付いた頃には, 被害が受延して手の下し株がな く なつているととがある。 

特に松典の如ぎは(に遊べたﾡな加の特異性を持つてい るので, 委見が

れればﾡれる程該ﾡが拡大 して そ、の駆除が益を 困難となる。したがつて松 

依数は町楽るだけ早期に銀見 し, 被害が極 く報徴な問に 完全に嘱除 し な けれ

ならない。即ち松喰松の解除は,ー口に云へば:豫防2早期發見の早期施除 

に』も るのであ る。したがつて番々朴業家は松の健ﾡ診断法聞ち被害の1防 

法,単期録処法を合得しなければならない。次に松喰避被害發見の要諦を糜 

げれば次の通りである。

(1 松の針葉が岡行の 也 を保つ ているか否か?

松喩規 の被害木であると,葉の色が甫緑色、に白味を帯びて來るが,更c
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被書がむと資次色となる。

(2) 森先新券が各小技の先端から仲上 している か否か ?

マッ ノキクイムシやマッ ノコキクイム シは前年8月よ り10 月主で, 後食 

のたやマッ の若桜にﾡ入 し て先端から 10 ﾡ位去での盛心部 を 食害す るので, 

その部分が黄謁變 して估死だるが,冬には風雲のため落下して仕舞う。そう 

なると交•春松の新毋が一. 向伸長しないから直に被で木である こ との制断がつ 

く・ 連年かかる被'キが繰返されると毬果は勿診,雄花が極めて少 くなること 

も4断の一責料である。

(3) 樹幹のﾡ 々 から樹が流出している か否か ?

マッノキクイム ッの鑑入孔からは白い樹症が環戦に山 している。»ミ 

キりムジの商卵ﾡﾡ偵からも樹脂が油出するので, 直ちに被衛木であるとと 

が制断され得る。 .

(4 樹幹の当の公入孔から木帰が排出されているか否か ?

樹幹を仔細に見ると富入孔が認め られ, 孔口から木屑が外部に排出され 

ていろもの, 或は木の根元や丸太の下に木屑が澤山散 り 敷いている も のはム 

• ツバキ クイ ムシ,オオ ゾウムシ, カミキッム シが喰書 してい る證據である、,

(5) 2～3 枝の途中 か ら 上方が枯死 しているか否か?

よ く 大木の枝が途中から枯死してい る ことがあ る。これはマッ ノキク f 

ム シッやマッ ノ トビイロカミキ リ等の後食及びキイ ロコキクイム ッや* ッ ノム 

ッバキクイムシ等の後害である。 ・ ・,

(の) 季節外れの落葉現象なきか否か？

秋手はﾡの生す る u特に早く, 又多き もの は マツノ ムシ べ *クイムッ, 

マッノシラホッガッム シその他の被害杰である。

(7) 松の樹幹を金槌で打つて見て濁昔があるか否か ?

松の樹体を金槍で打つて見てポヨがっと濁香があるのは, 樹皮下が曲 

につているか, 或は 中 が腐れた空洞木で ある。一見健ﾡそ う に見えて も 濁 

普のする木は側皮して協すること。 ,

(8) 氣空上の被害木,菌害木,他乳の被害木,山火被害木等が無をか,、

3s- - ・・ .

か？

ﾡ害木, 風害木,水告木,野木, 苗害木(例へばマツ の枝曲病,ハプ 

: e 納, 政は他当(例へば マッカレハ) の被書木及び山大被害木等に は松喰 

当は好んで年生するから我見大ﾡ側皮して寄数ﾡ入の行無を確めると と。

⑼ 啄木鳥カタ除校をつついているか否か ?

医木は樹面内の9孔当をﾡ食するたあに木をたたくのであるから, か

かる木は彼害木と断定してよい。 ・ " ・

(1o) 新しい伐根 (特に役探後 1 4以内のもの) を側皮して見て松喰当が 

届るか否か? -

ッノシラホジゾッムシ, オオ ゾウムシ, マッノキクイムシ,・マツノカ 

xxロキクヒム シ等は比較的新しい伐根忆寄生しているから,伐根を剝皮し 

なだなけで も. その附近の抵喰蟲•被害 < 布無が制断される。

以上松喰当の期診断法 10 項について遊べたが, かかる 被害木が見つ 

つたらuに上Wスは開係諾局に通"して, 伐採料皮を實行 し,細い枝條は 

ぬ場するか改は秘当剤を川ひて傘な福除を しなければならない。

• VL.防 除 法

松喰当防除の恒久的登筆としては。松林の造林及び施業の再險討を行ひ, 

い樹に封 し抵抗力のある緑林を造成する と とである。防除上の緊急朝策と し 

-は,松喰ﾡの天敵類を保護ﾡﾡせしめて, 害蟲の極端な増放を防止するに

ある。 二 、 .

現介松喰曲つ被害が日 4 全土に ﾡがつ ていろのは, 松喰 とそ の天敵類1 

との不術がﾡれているか らである。したがつて# は松喰曲ク天敵類を明か 

cu, 有, なものは出來るたけ保議し,その詐殖を助長する様にしなければ 

ならなV。

(1) 林差的舞防法 - ・

1)藤林經理上の處相

・) アカマッ, クロマツの大而秋老齢 軍純林は,蟲害の危險が多いから
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依探列証は出ボるだけ小面積に設定し,界部ﾡ済林分を交錯させ る秋にする 

ことと. Hb) 松の担然林分は強衛に調いあら偽ﾡ期は長大に失 しない こと,出 

杉哲共氏(1947)に依れば北地ガの アカマッﾡでは各地位不均的に伐期崎 55 
年が適當であるとされている。

e 間伐を岡行して林木をﾡ全に誘等ナるとと。

2) 市林上のﾡ置

a)アカマッ林造成と立地との関係を吟味するとと,甘からプカマッは 

足根筋の乾燥悪地にﾡえろと云はれているが, と れは誤 り で, 純様惑地 

に到しスやヒノキよりも良く 耐へ得る と云った方が よ いoでぁ る。プ カ - 

ッの優良な生長を水め林を健全に育てるには矢張り地ﾡ件の上いと = ろ を 

ﾡぶべせである。

. b) テカマツの更新法と当害との開係。 カマツの天然下種更新のーガ 

法と して東北地方では保残木作業が行はれている。との場合1岡流 り 20～0 
本ゐ母樹が後されるが,松強会役生の場合はその力法は非高に悠協であ a. 

この理由は保殘木は隣接木の伐採と同時三急激に受光状が多くなり,じ出り 

も風くなるので;林木が動して縦し機盟内の水分を失ひ必く, 各種算礼 

強の華入し必いへ件となるからである。

♦ e 大面積のアカマツ,ク ロ マッの飛純林を地しないで旅業樹を過 

に混淆せしめる こ と。即ち針廣混淆林とする様に 更新を進める こ と。

d 国木, 庭園木には施肥,i水を必要とナる場合もある。

3) 利用 上の 處 祖 '

a) 間伐木や主伐木は直に 劇皮し,逃かに朴外に搬出ナるとと。

b)桜係, 未木, 根株は害蟲の落殖所や潜伏所となるから,これらは初

皮するか焼却すること。 ,

・.ァクマシ, クラマッの以係部を務材として代染ナるが, =を期皮 

ナ人家の同國に積み重ねて山く風景は, 東北地方到る處で發見される が, 

こ れは松喰選ﾡﾡの温 どなつているから 皮付新材の 取扱に 割L て は何等 » 

の チ段を開すべきであろう。

a) 証度の山大をﾡつたマッﾡは水分を急激に典つて弱し, ﾡ喰当類 

の寄生を受け易いので;山火被害木は逃かに代探利用すろこと。 ・

o 別害や雪害で折損 した木は認害に網 り易いから速かに伐採利用する 

こと. 又大雨のため造林阳こ長い阳水が溜って水需を蒙り松樹が枯死すると 

とがある。かかる木は干水後,松勢にﾡされ場いか・ら型かに代探山理すナる 

-と ごの賞例は山形器ﾡﾡ間西ﾡ河村宇新林区行林や秋田ﾡ山利部木平岡 

行朴の クロマッ 林地で ら れた。 . •

o 被,里木,我躬木,病特木は松喰製に使されﾡいから, 發見次第伐採 

判しﾡかに利用すろこ と。

•I)監理上の處旦

a) 松樹の健康診薪を'忘れないこと。」

= o こと に開しては第 V 章で述べたの で本章では割愛す る。

b 彼特の年期張, 甲期国除。.、

e 共同防除の徹底。

(2) 生物的防除法

こ の方法は, 時 と 場合に依り 商防に も ﾡ除に も 略間さ れあ。

1)行益島類の利用

ﾡ北地方の劇類誘致保義に開してはﾡ谷流則氏 (元仙微技師)(1932) 石 

川:;, 氏 (試田替林局)(1964) 等の研究報吿がある. 北海道の鳥巣箱架設に 

ついては著者の研究棋告(1036, 1943)があ る。洞釜鳥類を誘致して春林や農 

ガ 2 の害茹を：若 除せしめん とす る思想は可成 り 古い時代か ら あつなが, 今か 

ら70年種uにﾡ乙のベルレブシ J得(Berlep:ch) が良巣祐の架設に成効! 

<以來, それが北米にﾡはり次いで由本にも得つたのである。濃朴省は大正 

124頃から塗図的に幽用させとただのがはじま りで, 今日では可成り及してい

二

今 日 迄 各氏の實驗結果 どんな 鳥がﾡ箱 を 利用 してい る ので あろう か, 

レと•北海道の例について述べよう。
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替用記绿としてはムクドリ, コムクドリ, シジウカラ, ヤマガラ, ヒ 

ガラ, コガラ, ゴジユシカラ, キツツキ類,アリスヒ等が知られているが, 利

第30切 コムク 1- 9 のﾡせる 期 摘

用個體数の多い はコムク ド 

リ,ムク ドリ,シジュ・ウカラの 

3種である。mしてとの3種 

のうち, コムクドリ やム ク ド
\

リは森林と濃耕地のﾡに住ん 

でいて, 主として田ﾡの論 

を上 く 捕食する が,松樹の審 

当であるサクイムヤ, カミ 

リ ム シやゾツムシ類を命り抑 

企しない。然るにシジュウカ 

ラ は組えナ森林内に桜心して 

いて, 前紀の穿孔/類をよく 

捕食する。その他里出利用の 

仙ﾡ数は少いがヤマガラ, e 

ガラ類, コガラ類,ゴジュッ 

カラ,キッッキ類等も同；｝穿

.孔玛類を捕食する。したがつて番々が松樹のﾡ乳孔曲ﾡを騨除するには, 主と 

して四 ト;.科,五 卜気科の鳥を目標にした巣箱を架設しなければなら永い。

但Lし コムクドリやムクドツ は 松の穿孔巡類 を餘り 捕食 しないが,森林密数で 

あるハバチ, ブランゴケムシ, ハマキムシ コ ガネ ム シ, その他ﾡ支目 当

’ ﾡを抑食して森林にも行をなのであるから誤解のない様お断りして置く。

次に松『典の激許林に多数の製箱を架設して,ムﾡを誘致してﾡ除! よ 

うなどとするのは策の代た ものではない。幾等激害林に 多數の巣箱を架 こし 

て も 思う 様に が利用して くれなければ何そ もならない。松喰iに劉ナ る r

類の力は, 天離昆摄の力 に比べたな ら微々 なるも のであ る。

したがって巢箱の架段を必要とするのは,害掛の個ﾡ必が:米だ少く被な

第31団 ﾡT用型n1洞

が極 く 転徴であ る か, 或は被害發生の恐れある林増に抉防的に架後: するのが 

得策だと思う。 ・- _

や ﾡの作 り 方

(イ)巢他の形式 巣箱には秋々の形状があるが,大別して丸太型(巣洞) 

と箱型の2種となすと とが出來る。現今の巣箱は低令如何にタト®を装節する 

とも.. そのﾡ木原ﾡはとの2型と見て基支へない。勿酸府が何れにも細入し 

得べきものも無いではないが,それは極めて稀なものである。著者の實喩結 

果から見れば如何なる果箱利川鳥類に對しても,はじめは丸太型が成続良く, 

箱型は和劣るのが常て•ある。

無し巣箱架設が成功して,利 

川烏の個的数が年々増加する 

と, 箱型でも一向差支へが無 

く盛ん【こ利用されるものであ 

る. 又 ’キ り装飾を協した巣箱 

は通常成領が良く ないから, 

實用には出來るだけ自然の空 

洞利用に以た丸太型のもの, 

攻は普通の箱型や も のが布利 

である。媒術は内部を掃除し

h, 観察出來る樣に設計す 

る必があろ。

⑼ 県ﾡの材料 巣補の

材料には丸太材, 樹と, 板, ガラス, ﾡ力崎, ﾡ鑑, 粘土,. コンクリー ト, 

竹, ルーフイングペーー, ﾡ等があり;何れも一長一短あるが大多救の 

力Mは木製を好み,金風及び陶製は稽劣る ことは 賞ﾡ者の等 し く 認むる と

-ろである。4 し木製県術は最 もょく 利用 されるが, コンクリート 及び内製 

里朮に比し腐朽し易い缺割がある。又巣箱の材料として木材を使用せんとす 

る場合は, 架設せんとする森林附近の樹種と同ﾡのものを制度して使する
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とよい。松の生木の皮付材を巣箱とすると,巣箱の樹皮下/穿え書が寄生し 

易いから注意を要する。

w 染ﾡの大きさ 巣箱の大さは,誘致せんとする島頬の大さに関係を 

有する。殊に巣箱の大さの中で期係のあるのは出入孔の大 さである。過大な 

れ小形島類は利刑せお, 掲小なれば大形島類は利用 しない。又巢箱利用鳥 

類の生鶴を御業すると, 大型島期は小製類の替ﾡﾡの製商を抜奪して替 

す ろ 傾向がある。と れを防止す る に は製怖の 出入孔の 大 さ を加波す る のが最 

も良方法である。

pﾡ前東有の大さにL在表(W位ﾡ) .
イ w マwマ wハ-ャマス,スママド*

丸 大

・ー.
型 __

二阪 分
n の稲新t , 山i入のﾡ 梨内N24年」製金た

4.。 〜 5.0 • 180 25.0 ～ 32.0
彼 • 35 • 14.0 ・ 19.0 .

山 征, 五十彼 3.2 14.0 18.0.
田十雀,小後,口在 39 14.0 is.o

型 .

* 分
製 新 の 私ﾡ 高 一 さ

__ L.画_____ 後
ごuヘ2パ

小 製 18 20 12 3
h 型 20 24 15 4
大 ※ 30 36 20 5

㈡ 巣箱のけ方 '

4 巣箱り架設為 巣箱の 架設高は地況,林況に僕つて一に決定しﾡ 

いが, 普通四十代科, 五十価科, 目的の県箱ならば命朴では樹高の3分の1 

位の と と ろで, 普通地上 3～5 米位の範囲が適當であ る。 餘 り 高くす ると 

理」ン: 難する ばかり で,その割合に営ﾡのよいものではない。

) 東箱の架設方向 巣箱出入孔の架段方向は池況, 林況主二の方向に 

依って一律に汰定し難 い。多数の賞喩例に依れば,主関の方向が市西向の場

__ 、 

介は小葆 助 は南向,四 十花,范は東向がよい,二般に南西向は好ましく なa 
い 巣箱の取付方法とその時期 巣箱の取なが垂直でないと,出入孔か 

ら用水が使入し儀が:発死することがあるので, 往々かかる巣術は利用されな 

・ 梨術ル付上時に注なを繋ナるのはの動である。

II奥補は常に垂直に取付けること。

2)巣商の上は心持多必下向に傾斜ナるﾡに ること。

9) 巣箱は葩时動描せ•ざる樣;こ取付けること。

. 取付の材将は荷造用料 t金(17〜18希) snをひる。

5) 發育盛りの木を針金で卷く と針金の型がつきす害であるから,かか 

る場合はﾡ止め とするか, 或は別に樹皮 を卷 5 て その上に巣を結 

び付ける’とよい。. .

o 製術収付の時刷は北地方及び北海道では9月中布以昨翌年3月末

までで, く も 4 月上旬(北海道)史でに架設を終了をろこと。

(二)貼 婿の号機及び占領面精 製補に替ﾡする島類がﾡを育てるには多 

。 食N ( さ して昆猛那 を 要す るので, こ れ を巣箱画の林内若くは当ﾡ 

ハより求める。故に巣希と'巣播が餘り接近すると,食餌が映乏して然に充分 

○億解を奥へ ること が出來ないので％死す るもの を生 る。特別害曲の役生 

していない森朴では, 各種島類の企学求める範回を知り, 相互に生活の脅戚 

そ感じない程度に条巣術の距離を調崎すること を要する。この現象は特に群 

n明に も 請 を なし て製締iに 営県しているコムクドリやムクドリによく見られ 

%。又四十位の様にﾡ殖切に確をなさない種ﾡでは,むゃみに巣格徴を増加 

Lて い, その割合に鳥が利用 して くれない二とか多い。処の占有商積は島 

数の比核的多いととろと, 少と チろでは非常に異るので鼓で決める ことは 

•勺 i あa。然し苦者の實験では 大画ﾡの森林地補では,集神1 例の 占有m 

ﾡは小ﾡ島の場合は 2000 平方米,四 ト花のみの場令は 5000不方米 各種島 

Mが同時に谷巣する場所では不均91,500 不力米位でﾡ した例がある。

的 単無設林の林相及び起明 今日ﾡみ者の研究制県では崎分内つ奥 

く%なした巢箱の成績は當 りよ く 力い。強いて密林に架設しよう とすると



さは, 林後の明るい林分で見通しの艮好なところを選定することが必要てお 

る。密林でない場合でも,県箱の架設は林数及び林内の環開地に架設するの

が得策であろ。 ・

巣箱の出入孔よ り 先方の見通しの良否は,非常にJ撃な意義があるので, 

; 東箱の取付に際して は,周図に 澤山 な枝係があつて,処通し不良な林分は避 

る方がょい。故に起明裕で光線地表に追せす, 笹少ぐして僅かに銀求の生 

ナるが如き林分には, 巣箱の架設は見合せるを可とする。今大面技の天二ノト 

に巣箱を架設せんとすれば,最初ﾡﾡをにし, 高内部の環開地に向つて

及ぼすべきもので. 徒に可よ り病林内実深く多数の術を架すろのはﾡ

の得た もの と云ひ行ない。 '・

( 県箱の1理 . ・ ,

1)

2)

は9月中句以降内部の掃除及び磁損所の修理を行う こと。

リス,シマリス, モモンガﾡの梨に利用されたﾡﾡは, 他に移動す 

るか, 求はﾡ見炎第動除するこど。

3) 営果期間中成 る可く 近寄 らなこいと。

4) 4 月. 上旬羽毛,馬毛,締等を果利設林に懸けて証 くとょくめに 利

用されるものであるC

5) 蛇の害が:烈しいときは,Jﾡ設木のﾡ元にﾡボ粉を散 c

こと。

・ 6) 共箱の利用』, 利用期川は必す記銀して後日の参考にすること。

7)県箱は年2円利用されるととがある。 との場合同一』が:2利ハ F 
るとは限らない。'.

2) 行袋当の利用

松喰蟲の天敵昆端 と してはオオコクヌスト, エンマムッ類, カッコウム

シ類, ラクグムシ, ハネカクシ 等の捕食曲及び ヒ メ ヅ類, コ ュ バ頑, 

寄生拠知等の寄生民議類が知られている。こ れ等の天敵は松喰曲の稲 , 

生ﾡ境 ゃ 気象上の形響に 依 り, 地方的に その發生や分 れが呉つてい る。

今日日本の松喰ﾡの被省がﾡﾡを極めていろのは, 主として天敵昆 ：:

○T府が磁れ地ぎているからであると思う。若し否々が力な天敵を我処し, 

とを 大ﾡ生産して被ﾡ林に放飼 して効果を學げることが出來たと Lたなら非 

常に 仃： だと思うか,松公曲に到ナるこ○力面の研究は, 未だ殆ど行はれて 

いない現状であ る。殊に寄生ﾡ類には第1天依たる= マュバ科やE メ バ 

チのものに, 第2○天敵たるコバチ科のものなどがあって, っつカリ天

敵だ 生信じていなものが:天敵の天敵だつたり して, 大した効果のないものも 

あろかも知れない。彼生始類は何ﾡで も 行をだな ど と平合動 Lたら大mひ 

であ ろ。したがって天敵の利をに當っては,相當の専門的な 識を賢ナる。 

本では神者が氷北( 痢, 北海で採4 し有袋であ る と 思はれた主な も o 

を記載して参考に供しよう。 、

(一) 抽企当類

・ (1) カツコウムシ (アリモドキ)

學 名 Thanasimus nigricollis Lewis.
所 属 納目 公数科 ・

分 布 本 州

食餌当 キクイム シの幼曲及び成曲, カミキリ の幼当

1.形 態

広当 間は処色にして前胸ﾡの後区並びに却度の3分の1は赤W色, 他 

/ 全 mic,初色の長 き直立モ を数う。

ﾡ都は大せく勘刻をﾡ布ナ。前消板は小 

防劇 を怖布し, 後終の赤術部は搭れて凹 

こレゼ!色制の中央より前方には後方に 

ﾡ曲せる1横溝あり。翅酸の赤樹色部に 

は銀大な動刻列あ り,無色部には小卅刻 

断布し, そ の 中央 よりも 後方に は 白 色 モ 

上 成る憤数2係あ り。取都及び開節 

は歩凸なり。岐長 7 〜 10 根 »

幼当 成熟 したものは 倒紅色 を品し 第32田 カッコ ウム と或 &
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頭部はﾡなり。広部第166は硬くキン質化し, ﾡ色の 

流牧あり。口器ホ魚物色,3到の脚はﾡ色を呈し, 爪は黒

間の全面に粗毛密生すニ 足ﾡﾡには2ﾡの初色の状 

附属谷を行す。禍長 13 耗內外。

師 師は場師で白色を星し, 頭部には次白色の反モを 

行し, 尾端に2刺を行す。

2習 性

デカーッ, クロマツの樹皮下忆棲息 し,幼当,成当共 

キクィムッ, ッミキリム ッの幼当, 成数を抽企 し渋だ行袋 

である。 M当は6〜7月に出現する。 及がキクイムウ期 

を捕食する場合には,樹除に待ち伏せて飛來したものや,

現に穿孔 しつつあ るもの を製撃す る。その方法は前題又は大郎を以て 相手 を 

ﾡ倒せしめ, 前中兩脚を咬食する。

本種と近線のびので北海道,朝鮮, 西比利亜に産するものはリ モ ド 

ッカツ コウムシ Thanasimussubstriatus Gcblerとﾡす る。

以上の外著者は昭和 23年6月 24 日岩手森脂澤邪水澤図布林内のブカマ 

ッ上でマ グラクワクコ ウ(新稲)Stigmatiuunhilsellum.Gorh. な る種類を探集し て。

(2) オオコクヌスト

撃 名 Tenmoclila jatoica Reittci?

所 ﾡ 納目 ﾡ盗科

分 布 北海道, 本州・研鮮

食価払 各種キ ク E ムッ及び カミキリ 幼

1形 態

放数 値は.品平にして光澤ある 黒色。解 

は黑樹色にして長毛 を数ひ, 末御の 3節は太く 

4歯を 星す。頭部 は 勝刻に Tみ前頭に はM著

第34図 オオコク ヌストパ、'な縦満を有す。前肌は長く前物は幅も廣し。
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前腕は後方に向ひﾡ災くなり, 後終は叫L。全面に點刻を装

+。 amには各10係の制然せる動型列を具へ, そ2間室に 

はt1列の小融刻あり。脚は川柳色。ﾡ長15相内外。

幼当 開は乳白色に して リ モ ドキの幼当に似る も精々

大砂なり。胸部第 1 節は黒色。第 2 節には大形の黒菜が 1 到, 

7 第3飾には小形の眼式が:1登あ り。間長老熟せるものは平均

1和内外な るが大なるは22 ﾡに も 達す る。

2 .習,性 ■ . •

本種は森林に普通な種ﾡであつて幼曲はキクイムシや力

ミ キ. リ ムシ の幼愚を捕食 し, だ行谷である。樹皮の厚い黒

ﾡに多く,著者は昭和25年7月 13日山形駅済田市能登山図 ク*スト幼脳 

二 休 及び同孫能海郡曲荒取村字新林園存林で 本種の大形幼線を一多數採集 した。 

ﾡ以の薄い カ マ ッ ではﾡ元に近い厚氏部にﾡ心している。 本種の幼堂は活

でキクィムシやカミキリム シ. の幼経 を好んで捕食する が,樹皮の厚い部分 

にのみその桜心が映定されているのは,天敵として物足りなさをﾡする。老 . 

熱した幼当は 9〜10月切樹下の木賞前に渋い知虫をつて羽化して越年e, 

製年す, 5 月頃iからS 月 頃iで流卵ナ る。 一

( 3) ホソヒラタエンマムシ 、

品 名 Plalysoma lineicolle Marseul.

所 関 前畑目 M魔当科

分 布 本州, 四国, 九州, 明ﾡ. _
・ 、 ・ "

食餌曲 キクイムシ カミキリムシ ゾウムシの幼蟲

1形態 ・

成* 値は括同形にして扁平,光深ある黒色。頭は局不にして価旗く大 

•不同の世刻密布す。複眼は頭の兩側下方にあ り, ﾡ/ばﾡ状に して赤加色, 

以程前は黄褐色。大腮は頭部より少しく短きも,黒色にして大きく前方に突 

川ナ。前ﾡ板には頭と同様の動剥あ り。その後ばは利々端直な横線状をなす。 

前 H 汝の前缘は中央の兩倆巾廣々 制 り取られて爆狀をなし,その内線に沿い

、 _」9



第36団 ホソヒラタ 
エンーム シ成さ

細さ横清を行す。外がに細き縦清あ る も 木端 

判然せず。小相板は三角形なるも甚小なり。

ﾡ新部は黒色に して光浮あ り。腹部末端り 2 

節は発出する も,前節の鑑出部はﾡめて位少 

な り。 前部にも ﾡ山部に も 大小不同の 出 刻 

商布す。知和には6係の縦溝をﾡひ,内総に 

近き 2 條は短く ,中央上 り 起 り 延済基部及び 

短端に達せす。第6係の部上 り外方に短き 

1 縦線あ り。ﾡﾡ部下商 も 不同の貼刻あ り. 

脚は赤羽色,ﾡ長35札P外。

2 習 性

本ﾡはカマツ, クロマッの樹皮下松喰当の孔道内にﾡ心し, キクイム 

シ, ゾッムシ, カミキリムシの幼製類を抑食し行谷である。 東北(呉み) 北 

海道地方の カマッ, クロマッ の被害木樹皮下iに は質に多い。 木種には色々 

の種類があ るが,本邦では調査された資料に乏しく 未知の ものが多い。今後 

ﾡ研究を要する一局である。 '

・(4) ラクダ ムシ

ﾡ 名 Icia crassicornis Schummcl.

所属 脈翅 目 監究曲科

分 布 本州,四図, 九州 朝館, シペリヤ, 様太,段州 

企ﾡ当 キクイムシ, ゾッムシ, カミキリムシの幼曲

1・形 態

成当 mはm色にして頭部は利々張つた卵形で局不なり。複叫は利々 

突出し'取’wを決く。前胸は細長にして胸板は初色。中後可側の抑板式色。脚 

は賞御色。翅は透明に して翅脈は熱色な 、

2 ・縦脈の遊紙は黄が色な り。腹部の兩

0U並びに腹面各節の後緣は細、く, 責色に d / 「 ス

して雌は足がに長きﾡ色の産卵管を行 " 第37田 ラ.クダムン幼銀

すe ﾡの価10～12年, ﾡの開張20相内外。雄のm長7～8*, まの開張 

15相内外。 、 :

幼当間細民く局ボ, ﾡ都は欄色,長桁ﾡ形にして前後にﾡ聞状を 

畳るが 岡側は騎々不行レ長さは幅の2倍以上に地す。ﾡはR色, ﾡは 

3 御こして川部の も の利太し。前胸は痂甲 より 少しく 短き も 幅に 陽々 相 し 

"胸及び後関は前胸より も悩狹 く 短 し。腹部は 10協にして第2～第6協は 

大をく夫より後方のものは細会る。 末端には無曲の2爪と小せﾡ映の一対盤 

とう。後胸及び腹節背板性暗照繼色,腹部各節末端は灰白色にして飛走せ 

る淡色の殿條あり。m長18相内外。

2.N性 ・

本種の幼出は松喰当の孔部内やﾡ皮の2目などに出しての幼当を捕 

食し有線で あ る。 広当は 4～9 月 に互つて出現し産卵する。 著者は本部の幼 

当を昭和 23 年6 月24日 岩手騒流澤国行林で探した。

(三)寄生後類 ：

(5) キタカミキリコマュ (新稱) 、

4 名 dtanycolusinitiator (Fabricius).

所 A 映由 目 小新好科

分 布 太, 木州, 西比利亞,ホ州

食数 カミキリムシ類

1.形 態

監数 雌。 頭部は横位平滑に して光澤あり。黄色に して淡毛を生丸 頭 

『はm色に して構々 長き淡色モを布す。ﾡは馬々盤長に等 し く, 黒色に し 

Sド供をな上短モを生す。複唄は黒色にして5側の平眼は決色なり。腕部は 

"eIに して稍々長を短色毛を有す。三角板及び前伸腹節には椚厶長き黄灰石 

を生み 翅は半透明に Lて脈はm色。絲斑は熱色にて兩翅の前株には暗色の 

短間モを有す。開は色にしてﾡ式色の剛でﾡ生す。第1 及び第 2 版節の • 

ルはﾡ色。第 3 ﾡ節は資赤色なる も 兩側 エ 三角形の無色部あ り , 殘餘の 眼 

血は 黄赤色 乃至黄色な る も ネ端崎に近づく にし たがひ淡黄色 となる。第1ﾡ
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節の背板は略々我方影をなし幅よ りも 

L。第2 腹節背板の兩 側には責色 のa 清 

あ り。第2直位青板の反さは幅よ り短く, 

その航は第 1 団位の価 り 魔 し。旅男響 

は體り少しく長く黑色にして微毛を生 

す。福長は寄主に x り不同あり 6～10打。

2.習 性

本種の幼数は松樹に寄生する各種 力 

ミキリムシの幼曲に客生しているが, ビ 

熟する と寄主師を脫して カ ミキリムシの 

孔q内に 5～10 祀内外の長桁形の商 を 作

る。 本種の商及び敗当は6月 25 日 岩手縣沼宮内にて,8月23 日 宮古市にて, 

6月20日株市にて探集されている。 渡千ﾡ博士にしたがへば本ﾡは催 

楽拝太より配ﾡされていたが, 本州内にﾡける吸見は今同か最初である。 

種は東北地方の松林に發生 しカ ミキリム シ類の.天敵と して活動してい る ソ 

ッム シ c寄ナ る か否やは未だ明かでない。衛本ﾡの和名は見常 らない2で 

キクカ ミキリ コュと呼ぶと と に しな。

(8) クロフォナがバチ

4 名 Thaleia jatonica Ashmead
所 愛 談細日 総始科

分 布 本州, 北海道

食餌弱 キバチﾡ ッムシ研

.1形 ﾡ
成程 総 心は赤点色乃至暗褐色に 

して黄色の比:紋を冇す。頭部は琅眼の附 

近黑色にして他は典色なり。ﾡは秘色 

ヌは赤N色に して落部に至る に したがひ 

ひm色を呈す。前胸背,中ﾡ板上の4縦 

線, 小前板,後闘上の1粘,中が側板上の不規則紋, 前伸支曲の大部分, 

第1 及び第 2 取位の後終。第 3 ル至第 7 取節の兩側の格閲紋は黄色な a

は淡ﾡ甲色なるも利々選明なり。 原はﾡ加色にしてﾡ紋は式N色なり。緑 

教の外方にﾡ々大なるﾡ色紋を行す。脚は大部分資色にして中脚, 後弭 則 

節牛部及び後脚前及び脳節部は黒色を呈ナ。産卵管は班だ長 4 40相 

に達する ものあり。ﾡ長28相内外。船の大さは寄主に依り 可成 り の相違を 

ロめらる。 -

・.- 2.習性 ・

本種の経過習性につい ては明談な らさるも,森地方では 8〜9 月下旬頃 

c 多数の成曲が認められな。 本種の幼当はキﾡに寄生して行社であ そ ・

3) 布を徴生物の利用 ・ ,

木の森林省始に全ナる有谷書の利にﾡしては, 長谷川孝三博士指導 

の下に林業試路場浅川支場で行はれている。同場からは仮にコガネム シ類に 

別し Isaria kogane 菌が發表されたこと はル知の事賞である。 ヌマッノキクイ 

ム シ MydoPlilus PiniNerda Linne の成当, マッノ トビイロカミキリ Morochamus 

厶“""/" White の成盛, オオゾッム シ SiAalus lho.rita Bohemen の幼当, マ 

ッオボッ ソウムッ Pirsodes nilidut, Roelofs の幼当に賞ﾡ内尚 narin/aris.a 

picks)Fr.が生ナるとともﾡﾡされている。 近はマッ ノコクイムッ 

MbdoPlilu"inor Hartig c寄生する隊母の 1 種い我見されたととが帳告され, 

この方面研究開發の功績は大 さ い。今後研究の進むに従つて更に布力なﾡ原 

歯が役 されることを 期神 して やまない。

さて害蟲の天敵と して徴生物例へばベクテ リ ヤ菌類,ジイラス, 原生 

動物, 線曲類 を 應用.せん とする 研究は ・ 海外に 於ては19 1t紀の 中業か ら は 

・ま り; 今日造各種の拠業寄費や帝生管議について機多の研究報省がある。 

#者は即和134(1938)北海道朴業@根5月製に "泰林省曲と敵利用の点 

ッ" と ﾡL 欧米にかけ る期製の修要 を 細介しなとと がぁ る ので数では べな 

い。自然に於ては審当と敵とは常に相刻しているのであつて, 例へはハ 

ゥ アテカマイマイ が大發生する と 多価病 Cuamydozoa Haraakaaindi が猛烈に

- 53.-
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空ﾡして之を制ﾡしたり,-攻はブラシコケム シ が大發生すると 疫病 Empusa 

苗が拓烈に交延して之を制播したりするが如きことは,風々吾々の観察する 

ところである。 .

宙蟲が大發生すると,それを抑制し う とする天敵民当や役生物が:伝烈 

に増加 した り ・ 或は食巡鳥Mが集まつて來る こ と は一般の常識である。若し 

自然界に当の天依が居らないとすれば称林は省当だらけになつて, とっ く 

のむり滅亡している筈なのである。普通の場合土流の依数 例へは付からそ 

の地方に分布 してい た害筠は,その地方に分布している各種天敵 (昆曲,バ 

ﾡ, 共他) に依つてその繁殖力をﾡ叫されてベランスが迫に保たれている 

ものである。ところで現在の松数の場合を見ると, 自然界の均衡力: 破れて 

以楽, 未だそれを全滅させる程天敵の力が旺您になっていないと見るのか至 

‘當であろう。それであるから番々は逃かに天敵の力が増大する機助成する必・ 

ﾡがある。それには食贵鳥類の利用,天敵昆後の利用, 布を微生物の積極的 

利用等が考へられるのである。

共で考うべきとと は松喰想に封す る 土着の 有益微生物が種 々あるにも 拘 

らす, と れ等の客当を抑延し得ないのは自然界の株件が, 微生物の 培 殖に未 

な都合が上 く ないのである と云う ことである。このことは行を微生物をﾡ用 

する場合に特に 軍ﾡであるととを忘れてはならない。 たとえ 賞惑虫内では よ 

く病するものも, 野外實誼では殆ど責用價値の認め られない場合が多い。

今 日 ﾡ際米各図にかて, 病原菌の利用 を研究している に 拘 ら ナ貨用 的 位 

位の明かな ものに乏しく, 典的涕方面に於け る こ れ迄の成績では病原體の 

利用は失敗に終っている。甲の野外實験で冇効であつたもの も,乙の野外管 
・

阪では無効に等しかったり するのは,何か大きな原因があ る こ と を知 らね 

ならない。これ等の原因については種な多かるべきも,松曲に到すナる布を 

ﾡ原ﾡの略用 cつ ては次の項が考へ られるから 賞施に常つ < は世を期 

すべさである。

(a) 星独は或る期川は病管に討し特別に感受性があるが, その他のル川 

は抵抗性があ ること。即ち昆蟲の感受性の 遊興あ る こ と。

(b) 接種時のズ候ち担度, 過ど, ロ 照の適不適が網原的の繁构こ重要 

な關係を有していること。 、

(c) ﾡ川せん と ナ るﾡの寄生力の弱 こ と。
・

(d) 足曲には利用せん と する病原閥に対 し兔変力 を有していろものがあ 

ること。. ・

・ (e) 寄主ﾡが相接倒していないか,ま性がないかのなめにN染ナるﾡ 

會が少いこと。 ' . ・

(。 樹下に桜心する足曲に登ナるﾡ原體の改布はル当飛類期以外は一 

様に行はれ難いこと。

自然界に於け る害春の増: 或は大敵に左右 される こと は既に述べた通 りで 

あつて, 茂特定の行獲曲や布盆原確 さ行益島の何れかがﾡﾡで行効に働く 

のではなく ・ それ等の天敵の線合力が害当の抑間に役立つているのであるか 

ら, 杏々は単に例へば箱原菌だけで害强を制瞪しよ う とすることは餘程強力 

なﾡ原間でない叫り賞現が田難であろう。宜敷く各種の行力な天敵を継動A 
す る称な方向に進むべきであろ う。然 L現在の 日 *では こ の方面の硏究は迎 

* と して進まないから為政者の支援が望 を 心v。

(3) 物理的防除法

1) 被害木の處理法

(3) 被害木の5ルﾡ理 松当の被書は小期にﾡ見してボるだけ 早期 

に幫除するのが理想である。被害が進延して手の下し様が無くなつてから, 

ﾡ除に 手す る の では多 大の經費 と 勞 力 と を 要する 割合に 全顕除が困業で 

あ る。彼寄が少面積で被審本製が少い と さ は幾等組費やﾡ を かけ ても 知れ 

たもので, しかも完全他除が由來易い。

社借北太の皮を賞行するにばり, 鈴り古い後害丸太をﾡ理したのでは 

匹に告ﾡがﾡ殖を終へてU出して仕ﾡつているか ら何の効果 も ない。 したが 

つてル太の剣政ﾡﾡは衛総の式入初期に行はなければ, 切角剣皮 して t 無駄 

と なるから被害木は早助ﾡ理を要するのであ る。例へばマ ッノキクイムシや 

マッグ コキクイ>は G月20日函はでに創じしないと原除効果がど無く
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なろ。 被管木の 甲期診断法については第V 章に於て述べてある から參照 さ 

れたい。

(b) 冬山. の•伐練處理 東北地方や北海道南では九州地方と異り,多予は 

11～3月主で積に見ﾡはれる開係上, 松喰蟲国 の活動が鈍く なる。 北方に 

於ては斯様に害蟲の活動体我期があそから球防閉除に選た都合がよい。冬山 

で被害木の剝皮焼却 を行へば,多雪地方では山火の危険も な く 函機安をであ 

ろ。. - • •

(○ 被害木及び根株の剑皮/却法 被害木を發見次第直に伐採糾皮する 

必要があ る. 北(奥ネ) 及び北海道で剝皮の般 も効果のﾡるのは5月〜G 
月 20 日頃までの間であ る。 その時期を過ぎると キクイム シ類は殆ど知や新 

政当が山現するので, 切制皮しても地面に落下した当は地被物中に治 り 込 

んで知は羽化ナる。新放当はそのﾡ他に新 しい食解木 を 需め て飛び去 るから 

大 し た顕除の効果が期待出來な い。 6 月 20 日 以後に 伐探 したときは 丸太を 

短かく 玉切り,それを天毒の上で剝皮し集めた幼遇,成强は皮と共にこ 

却するqとが必要であゝ 焼却に當つては林地の土壌近"える程度地政因を. 

取除かねばならない。それ卷も山火の危險がある勢所では後で述べる藥M： 

当法か水法を 略用 しなければならな い。

スﾡ株に は地中1尺位までの ところにマッ ノシ ラ ホシ ゾウ ムシ が寄生し 

ているととがあるから, 俊ﾡの剣政 ら 閲行 しなければならない。

ﾡ8～9月以降になると初め被寄不の樹皮下に居たマッフ トビイロミ 

キリの幼法は邊材部の中に穿孔するから制皮しただけでは効果はない。又オ 

オゾッム シ. の如きは第 化後間も な く 彼害材師にﾡ入して仕舞つているから, 

到皮 しただけでは明除の効果はない。一. これ ら のM除には 剤役当法 をﾡ用 

るか, 或は環境に依つては焦殺法や水演法を應用しなければな らない。

(d 被害丸太の位凝集殺法 山火の危險のない林地では,被害木の技侔. 

末木を集めて, 皮付九太を 10 分間旃遍なく丸太の表冠を奥無になる程度； 

焼を工すのである。そうすると中の地は先全に殺典出ポる。小ﾡ木の枕木の 

様ものであると 代すと と に依つて却って附久力 を増ナ利がお る。佐多- 

空氏(1042)の賞験では殺法の功程は不均直桜7福, 樹び55米の木ではリ1 

人1日 不均 5 分間"殺法で 8o 木, 10 分間紙役法で 50 本であつな という。 

北海道余市のホ州 クロッ 被衛の顕徐に際 し 昭和 14 年頃杭作 りにこのカ

をﾡ用したことがある。

(e) 被害丸太の水漬法 海水や湖沼や河川に近く水利の便なところで

i t, 桜害丸太 を 皮付の儘 3 週間以上水に浸 して過 く と殺為の 目を こ す る こ 

とが:出米る。佐多一至氏(1942)のﾡ在では直優9掘, 商さ5米の木を3運間 

水. けに要した功程は男 1 人 1 日不均110本であつたと報告されている。

2)価木誘殺法 ・

この方法は被害林にﾡ木を置いて, それに松瞼强を誘致し飛越せしめ, 

ご闕に約皮 して殺数する方法であ る。価 木法は被ﾡの軽常な時代に効果は挙 

か:: 激害林では効 果が 繁 らない。現今東北地方に発生 してい る松確数のﾡ寄

は 初期であ るから, 何木誘段法は非常に 効果的であ ると思う。 しこ ②方 

は その論用を設れば却つて管当を増殖させろ ととと なるから注意を要する。

東化地方に於ける松喰助の加木誘段法は 2 に分けて考へる必要がある。

(a) ッノキクイムシ 及びマジノ コキクイムシ を封照と じた餌木誘殺法

この2種は東北 (県みろ), 

北海道南には實に多いが,成 

数の商ﾡ期が:埼々一定してい 

ろから誘段し易い。商ﾡの産 

卵は年1回で北地方では4 

～6 月上何であろ。

兩純が解化して成殺にな 

ろには約70 日 を要するので, 

J北地方では 6 月 20 日頃会

. でに皮を賞行すると大部分 

効当であるからﾡ除の効果が:
第40国 株田無能代位後谷地知 林内 価木 

ﾡ役状 (秋旧ﾡ林局 心聡地)
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マッ ノキクイムシは厚皮部を好み, マッノ コキクイムシは前者よ り少し 

満い部分を好んて寄生する。したがつて餌木を選ぶには,樹皮の厚さが2祀 

以上の丸太が 上 普通ブカマツ, クロマ ツでは胸商直極 15 ﾡ以上の太 さ 

の生立木 を 選べば よい。餌木に供するものは用材にならないﾡな粋形っ 不良 

なもので結楞である。

• 餌木の本数は前年の5 ～6 月 頃枯れた本數 と 席々 同数の も の を通べは上 

い。未だ本项忆依る は死木は 見富 らないが, 松の若枝が: 10 制位宛前年の秋

•に澤山枯れている様であれば,本種の後ﾡと見依して1町歩諾り3～80本位 

の餌木を與へれは よ いe 餌木の長 さは2 米位の も のが操作上便利であ る。

節木設置の時期は東北(奥杉),北海では3月〜4月初仰が:適常である。 

何れ にして も 冬山伐採の前雄丸太なら木林は 好んで寄生する。 マッノキクイ 

ム シ は早春から 活動する •題係から か 日 當の よ い林様か, 攻は林内のI開地の 

ﾡ本によ く 集。習性がある。押木の排列は枕木の上に 1 列に並べるか,柱 

を建てそれに横木を渡し, それに餌木を適當の角度に立てかける とよ い。-

. の場合葉のア; ボしている枝條を,その附近に置 く と ぞの番に誘はれ こ当が:

・ よく災つて楽來る。 ・ .

餌木の利皮時期を 見定め る た め設 t崎所征に ﾡを附 し,設置 月 日を記 

弊して置く。 設督後30～40 日位経ﾡしたら内部を根布して幼曲のイ在を諾 

め, 幼蟲の出揃ったこ ろ時期を失せぬ樣制皮しなければならない。価木を側 

皮した場合, 幼数だけはであ ると側皮 しただけで皆死滅するが,師や新ル当が 

居る様では糾皮 した も のをﾡ却す る か,或情無殺法や水漬 レ を 賞行す る 力, 

或 は 栄剤殺当 そしなければならない。

(ゆ の 他の3当を 到照 と L た価木誘殺法

M北(奥羽) 地力では マッノムッ ベキクイ ム> は年 2 m, キイロコ 、 ク イ 

ム シは年3回位羽化するので,何木にはから秋まで集つて楽るから,何木 

誘殺はマッ ノキクイムジ の様に簡mに いかない。 マッノムッベキクイムシも 

ギイロコキクイムッ b桜的識市を好んで寄生するから,炭の呼さが2f 

以下の細い丸太が適當である。Nち第1月日は前項の何木丸太を探つたり

-5S- ・- 

の 力分を 利用すれば間に合う。 然しこれの役可期川は 日位のもの 

であろから,餌木は年に敷囘取換へないと取除どころか,却つて寄当を書京 

さとてやる校なものであるから氣をつけねばならない。

キイロコキクイムシを回的と する集北地方の何木の設置及び制度の時期 

を示ナとの如くである。

設置月句 製氏月 句 設月1 判度月仰

4月初仰 6 月 中旬
7月初1 8上t

5 月初句 6月下仰 8 月初仰 9 月」:旬

6 月初ﾡ 7 月上 9 月初ﾡ 10 月 中旬

ﾡ木の創皮役は前項と同標な方法で賞行すればよV。以上の如く薄皮 

部に寄生するキイ ロコキクイム シやマッ ノ ム ッ キ クイム シの成当の出現が 

不同なため, 餌木を毎月取換へない と効果がないか ら餌木の願除は容易でな 

いのである。したがつてN木誘ﾡ法は被寄を償で小面積の時代でなければ賞 

行し飛い。

• (4) 化昭的防除法 •

松数に到 し藥剤的防除を行う にはの4 つの場合がおへられ る。

(1)イ又は初夏の成当飛ﾡ期に楽解を林勉にm霧し て 役当す る場合。

(2) 被害の虞ある立木や被害木に對 し楽剤を注入してﾡ防ﾡ除を行う場

仇 」 -

(8)被守の戻あ る 立木や丸太の表而に 像防(城足州) を塗布又は扱布す 

る場合。

(4) 九太を剣区する際過亡のﾡある成曲に討じ 製巡に楽剤を撤して 

「ける場合’(これは特に山火の危險があ り,剣ﾡ却の川米ない場合にﾡ

川されるX .
以上の各項について現在までに試み られた純果を基礎と して少しく 論株 

して見よう。 ,

(くは初区の成当会飛明期に楽知を林地に"登して役戦ナる場合。 

さ多ル当がが及び初夏に新たな食餌木を求めて飛ﾡする切を見計つて, 築

.. . ••



ﾡを林内に撤布して桜盤せんとするろ方法である。これは DDT油溶ﾡをフォ 

グマ ゥンFog machiie の如き霧器で撤布する方法であるが, 成数変生の最 

姿期間でないと効果か少いので,顕除の期間川が短かい候略が:あるばか りでな 

く,楽用霊のため松喰当よりDDTに詞い有力な天敵, 例へば寄生好類, 

寄生拠類が死滅 して 却って冇害な作用が起る危險が考へられる。こ れま e 
に行はれた外図の例では, リンゴワクム ンの顕除に DDTを撤布しなたと = ろ, 

抵抗力の弱い天敵 (寄生程や捕食蟲) が先に死滅 して,却って被害が 多く なっ 

たことが報省されていろがら,松数にﾡ用の場合でも特にを期し, 今 

後充分賞験 を頂わてから 質行すべ きであると思う。

⑵ 被害の奥ある立木や被害木に對し薬剤を注入して像防き除を行う場 

合. 」 ,

技害の炭ある立木に種々の業剤を注入して松喰当のﾡ生をﾡ防し,政は 

寄生の初期に於て明除し得るな らば大變好都合である。これc紙ては Robert, 

E.M.氏(1918)に佐ると, 米図では今造に成功したものが一つも無いと報省 

している。賞際問題として假りにこの方法が成功したとしても,それは造,.、木 

や小面強の衣林に應用 し得る程度で,大面積の森林には略用の可能性が少い。

(9) ﾡ害の関ある立木や太の炎面に1防(日剤) を塗布又はね 0 

る場合。

被審の拠ある立木や新ﾡ九太の教商に ﾡ防(目用の)を塗布くは撤 れナ 

る 方法はﾡ 々 研究 さ れてい る。造网木や名木の如 き貴項な松樹を 保護ナ る た 

めには, 多少経費を要して も豫防を要する場合があ る。これについて は住 

多一至氏(1911～1042)が:兵順ﾡで行つた報告がある。それに依ると樹砕の逃 

部に数入ナるッノキクイムシに割しては, 公入の初期にブスフルトL剤 

を蜂布すると孔道内の当を製息せしめると とが山出來る。乂同氏は石灰乳 と二, 

レォッー ト乳阳とを餌木に塗布してその独防的効果を吟味している そh 

に 依る と 松喰覇の種類に 依って その効果に差異があ る。 ちマッ ノキィロ コ 

キクイ ムシは兩制共に嫌忌を示した。 マッカワノキクイムッ及びマッノ トク 

イ ムシ は クレオソート 乳孔ﾡを 塗布したものに は使入す るが,石灰孔をiイ! 

たものには全々優入しなかっな。ソッムシﾡは商剤共にﾡ勝するが, 特に石 

次礼空布の ものをﾡく 娠忌ナ る傾向が:あ る。マツノ トビ イロ カミキリ に は兩 

点共崎 り 幼果 を認め得な い と 報し た。

• 炎DDT乳剤や水和邦を九太に撤布して防当め果を試路されつつある 

"未だ的確な効果を發表したものがない今後研究を重ねるに伴って優秀 

ないのが出現する可能性がある。何れにして もく 経的な除民用を考案し 

て.’;林に供している.松樹の枝條 末本に撤布し防ﾡナることが急務の様に題 

はれる。それは薪材として運び出された枝底 末木が松喰温の被害傳播の役 

割をしているからである。

() 丸太を制皮する際,逃亡の廣ある成翳に封し敏速に薬剤を撒布し.て 

役当ナる判合。、 .

松製盟除に常 り 山火の危險り凝あ るとこ ろでは, 剥皮焼却が出來ない 

から九太を側皮しなが:ら業剤を撤布して, 成当や知を殺ナ必要がある。 それ 

には今日までDDTの試盛が行はれ, 可成りの成績が幾っている。詳しいこ 

とは近く木場保護部から公炎されると思はれるので, 翅では試験の方向がど 

んなムに進んでいるか, 記して置くにとどめる。

DDTの使刑形態には大の 4 の場合があ る。

a) DDT 粉木 : DDT 粉末 をクルク, ビロフィライ ト,統資等 と 混粉 し 

て使用するもの。 ・

b DDTuﾡ液:上記の粉末に移め退着州を加へたもので水にする 

と懸濁液となり,之を撤布するもの。

e DDT油i剤: DDTを石油系ﾡ剤に溶解して撤布するもの。

・ DDT 孔 : DDT 油i溶にqし化剤を加へた も ので,水にﾡ る と 

乳剤どなるもの。 \

近 DDT 乳剤や DDT 水和剤について は,各機業合社が一般費作物審 

当。 R的 を以て種 々改良されたも ○が彼資 さ れて楽た。

以上の中で a)DDT 粉末剤の撤布ボ完成す る と名曲の顕除には頭想的 

であるめ, いまだ的確な効果を期待するまで試験が進んで居らない。著者が
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100% DDT (米図製 pure) 粉木中に マッ ノ ム ツ バ キク イムシ, マッノキクイ 

・ッ, マッノ シラホシゾツムシを投入して致死時間を調在して見たところ, 

マッ ノム ッパキクイ ムシ では最 も早さは15 時間, ﾡも迎きは55 時間 を要し 

な。 マックキクイハッではﾡもきは10時I, ﾡも選きは55時間をﾡした。 

マッ ノシ アホ シゾ ウム シでは最 も 早 きは5 時間, も週きは75時 間をﾡL 
な。こnれを要ナるに前記8種の寄曲を 100% DDT ﾡ末に接ﾡさせて置く 

と, 5 時間 〜 75 時間で死ぬ こ と が解つた。 然 し これは接隅後死ぬ a で100 

%DDT粉木中に入れて置いもので, 一時的に薬剤を撤布して,後にﾡを 

與へて飼育 した場合 と は,著しい相異があ りそう に思へ るが,未だ そ 二で 

賞政 していない。DDT は松費に封し可成 り行幼であ る と どがわかろので, 

これを迅速に狙制に作用せしめるには,油にﾡかして池の迅ﾡな透性4 刊 

用ナる必災がある。したがつて DDT 油流府や DDT ﾡの密用が度れて 

いる様に考へられるのである°

b) DDT 懸濁液について も 若干の研究が行はれ。松喰数の種期に 依つ 

ては多ル防当の期待が出來ると思うが,衛研究をﾡわなけれは何と も 云へな 

い現状であろ。

c) DDT 油京に は米國製で種々の も のがあ る。 著者は 59% DDT, 

159% versicol, 802% Kcroscne の油溶を用ひッノムツベギクイムシ マッ 

ノ キクイ ムシ,マッノ シラ ホシ シウムシ等の殺揚試験を 行つたが非?に f j 

であった。’木品は米国 Los Angels, Californial Pacific Chemical Company の製 

品であって相當爲頂である と思うが,米國では本例を 銜生害程の 照 除の 日的 

で本邦に翰入している。この薬用試驗の詳細な成級表は本場よ り役される 

とu う ので,数では割愛するが, 50ﾡの距離か ら 5 秒噴零ナ るとマツ ノムシ 

キクイ ムッでは 5 時以内に全部, マッノシラホシソッム シでは 10分p 
に全部死滅して 100% の効果を示した。かくの如 く 米国製 DDT油iが当 

mにﾡく 作用 して即効を現すのは石油が主であるか' 或は DPT やversicol 
さぁ る かを確めるため前記 3 ため臓に對 し冇汕だけの 烈程試験を行つて に 

え その納県i記9種のﾡ曲は行油のみの場合でも, ﾡ署田離50報ではラ 

力； 霧で充分死滅 させ代 る。石油のみで も 喧露距離が近い と き はり登時間が 、 

短かくて も 即効性であ り,ﾡ霧距離が長 く と も撤布時間が長ければ奨い種効 

果があることが判明した。要するに近題が石油に依つてよく濡らさるる程, 

前出の 害材は迅速は 死滅する。ﾡ局米図製の DDT 油溶邦のJ効性を現すの 

は,主と して石油の結果であ ることが知 られ, 松曲は石油だけでも死滅 さ 

せ側るのである。したがつて售々が松喰趣を駆除する場合,丸太を剝皮しな 

力： ら近生離から石油上不紛し,曲體を濡らナだけでﾡ分頭除の効果を上げ得 

るニとが判明した。

又別の實驗では,日木石油(阳色油)に DDT 2% を溶解したもので ッ 

ノムッバキクイムシ, マツノキクイムシ, マツノシラホシゾッムシを確賞に 

に 除し怨る こと を知つた。石油の守務では距離や時間の閲係で, ﾡ置が:充分 

“油に注 れなかった場合には生存者を生する虞も ある •が, DDT 2% を溶解 

と； て置く•と迎効性を發押し,充分殺臨の目的を達し得る ことが判り,26D 
DT石油州で松喰当は光分殺当の目的を違し得る こ とを知つた。

d) DDT 引孔州は DDT 油溶剤に 乳 化 を加へたも ので, 水に 混す る と 

n剤となるものであつて, 最近はDDT20% を 溶解せしめた濃度為世 製品が 

W賞されつつある。使用時にはとれを水で薄めて使用するのであろ。 北海道 

nW監場のﾡ表に依ると,ﾡ作守曲では種ﾡに伏つて著 Lく 効果の相典が 

あり, 0.1% で 1002% の効果のある種知もあるが, 殆ど効果のないものもあ 

る.松喰撮の場合も親の種類に依つて,可成り効果の和異があると思はれる。 

日 な正: 使技官の發表に依れば シラ ホ シソッ ム シに到しては, DDT 乳剤 0.05 

%では 75% の役曲率があ り ・ 0.5% では 100% の殺曲があ り ・ DDT水和 

wでは 0.05% では 20%, 0.5% では 003% の 被轟率があ り ・ 乳剤 は 水和剛 ま り 

fかに優ることを知つた。 1

DDT 孔州に ついては目下 研究が試行 されて いる狀況であって, 今後客 

前期価に一簡協討の繋がある。又 DDT t剤類は製独合itに伏つて も 可成 り 

"乙があ そから, 大北購入の 券合は製品 を 充分吟味する こ と が必であ る。

以上松喰超M 対する DDTの使別及びめ果の修ﾡについて必べたが, 4
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後DD Tの校数機について更に 研究が試行 さ れ, 優秀な資料の發表 を 期1 テ 

Lてやまない。 に邦産 BHC が:称ポ多述に生産し得るととになれば, 本剤 

の松喰婦に對する効果の硏究が進められる ことになるであろう。ヌ石油の代 

り に針葉油の松喰曲に釣ナ る 効果 など も 試馥 して見る必要があろ う ・

共の 他統材用 と して投林か ら運び出す枝條, 末木内の役曲に はクロール 

ビク y ンに依るﾡ奈法が中ぬ茂秋投に依つて報告された。これは倉庫を作つ 

て, その中に薪法を入れ燻蒸する ものであるが,ク ロールヒク リ ンは 1000立
方米に门 し 1 封度の御合で 2 基夜商閉ナれ ば充分殺蟲の効果があ ると云っ。

vII. 防除法實施の合理化

如何に松喰当の防除法を小数の人が知つていても, これが運用亢/きを 

円なければ顕除の徹度を期し難い。今日のに全図的に松喰費の被害が変延 

している時代には,官民共に松喰以に開する知敵た廣め,相協力して故活な 

/
行動を 採 る ので•なければ陽除の効果は期待出來ない。防除法の賞施 花 合理化 

する こと は,森料行区施の諾ナる分野であり, 筆者の論すべき範囲以外に 

ﾡする項であるかも知れぬが,思ひついたﾡを記して御会考に供しょう。

松喰当防除賞施の合理化は, の事項を逢かに賞行に移ナ ことであると 
" u 口,

思う。

1) 彼のﾡ防及びル期ﾡ, 早期ﾡ除。

2) 害蟲の棲息數を減少させるため各種の防除操作を行ひつつ,害思と 

天敵の平衡状態を待つ。・ ・ ・

3) 不健全木の除去。

4) 林木を健全に誘等し, 寄曲にﾡする抵抗力を増大せしめるとと。

5) 官公私冇林の共同防除の徹底。

a) 顕除指令, 防除組辙の一元化が望ましい。

b) 各替林局者, 府縣毎に陽除責任者が設けられているが, 任者は下 

級1だけでなく, 各部局長をも指名すべさことが望ましい。下級 

官の任者だけでは業務上のﾡ酬がないので, 充分防除の指";ジ

( いが出來ない缺陷があ る校に思 う。

6) 松喰防除法を法制化し, マッ北太及びﾡ材の皮や輪のも在を 

ﾡに取締ろこと。

7)松休数防除を図民動として徹度させること:

8) 那地ﾡ除質行回に到し松喰曲防除法の請習を行ひ,正確な知識を得 

*しめること。 :

9) 型有林にして製除賞施を意る場合は, 逃かに國が代行することが望 

主しい。 、 -

10) 羽添費.. 薬用,共の他物資の側滑な配給,ﾡ除ﾡ務者の獲得を期す 

ること これ等の問題は被害僅少の地方では大したこ とはないが, 激寄地方 

ではm要な小頂である。 、

11) 松喰独防除に明ナる研究は苫だ型れていること を痛慮している。速 

かに研究良のﾡ加を 関つて, 更に業京的防除法や天敵防除法を研究せ しめ, 

良き成果は どしど し賞行に探 り 入れて行 くべさである。

vII. 摘 要

⑴ 昭和23年(1048)に於ける東北 (奥羽) 地方の松喰温の被害は次表の 

如くである。 ,

ﾡ 名 画 積 (町) 本 政

マ。-----*-。---------- 
材讃 (石)

帝 森 1 1.30 180 50.00
岩 2s0.35 110,153 16,042.00

7.00 1,200 300.00
秋 回 397.17 26,485 14,7ク7S7
III 形 ; 1,602.06 ' 45,5S7 1S,608.00 :

.t 9,286.8 183,605 19,797.S7

(2) 北海道に於け る松喰の被告は大正 11～14 年頃札幌地方の ブ カ マ 

ッ#に 及 び 昭和 9 〜16 年頃余市附近の鐵道防雪林の欧 Hグロマッに 役生 を

Lた。昭和 23年 (1948)c は函館附近の松林に 被害が發生 している。
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(S)
る。

(4)

東北(奥羽)地方の松喰器被害は次の如を條件のところに發生してい 

1)

2)

3)

4)
5) 
の)

7
8)
9)

10)

人家に近い道路の松並木。

製材工場や晴土場附近の松並木やﾡ園木や山林。

取時中樹ﾡを探集した松樹。

松の枝條 を 新材 と して利用している人家附近の松樹。

山火被害の花樹。

他の病蟲害に侵 さ れた松樹。

載時用伐跡地周邊の松檢

越後に於ける緊急開拓地爲邊の松樹。

ﾡ害木の多い地希の松樹。・

風害木, 水害木,,雪害木の多い地帶の松樹。

東北 (奥羽) 地方及び北海道地方に 發生 しつつあ る松喰ﾡの種類及び 

分布を示せばの通りである。それ等の形態, 経過習性及び林来上の閲係に

ついては夫々詳述した。

-u--------------*------------2マ---ママ---

學• 名 東北

・.

北海道

小 ﾡ 科 () ツノタクイムシ •4-
Ipidae Iツcloplilros かirinsrdaLinne

⑶ ッノ=ギクイムシ + +
rcloPhilts mtin。 Iartig

(3)• 備
ツノムツベキクイケシ + +

Ns acumtiniatur Gyllenhol
( マッカワノギクイムシ + +

一 リ ProriwutEichlor ' .
(5) キイロコトタクイムシ +

Cパa/s 、 iisima
(の) ッノ カベイ ロ キクイ ム シ(=ゾナイ ・クィムレ) + ・ +

・ • y/rsopsglatratns /ettersts dI Y

(7) マツノコスジキクイムシ

ノ/rsoAs rジtoic Nurayama ・
• ン / [ ・ /( * 37 -

• r -66-

4AAF (S) マッソシラホシゾウムシ + +

Curcrlonidae

1

Crptorrcix inrsid'tojxs Roelofs
(9) ツキボシゾウムシ(マツナガソウムシ)

,M 必 itidw Toelofs
+ +

・ (10) オオゾウムシ(クッノオオゾウュシ) 

Sioa/ts ウocrita loheman
+ 十

天中科 (11) ヅノ トビイロカミキリ ?

Cerambycidae プ . ・n/oltoc/kttis 4ssertla White

樹 師 科

Siricidac 
....--- - .

(13) コリ キベチ ("aに介ゞzv優tt)
Sirex jttstc・4 Linnacus ・ ・

(5) 樹間内に於け る被害 経の分布狀態は第 29【に示 した。

(の) 松喰典被の期診断法の主要事項は次の通りである。

1) 松の針葉が回行の色を保つているか否かツ

2) 春先新芽が各小枝の先端から 仲上 してい る か否か? -

3) 樹幹のﾡ々がら樹脂がﾡ出しているか否が?

4 描韓の損の宼入孔から木屑が排出 されているか否か ?

5) 2～3 の枝の中途から上方が搭死しているが否か?

6) 季節外れの落葉現象がないか否か?

7) 松の樹粋を 金槌で打つて見て濁音があ る か否か ?

8) 氣象上の被害木,菌害木, 他施の被宙木,山火被苦木等が蕪い

かでか? •. • . . ア:

9) 啄木口が幹枝を啄いているか否か？

10) 新しい伏ﾡ (特に 伐採後 1 年以内の も の)を綱度して見て松喰当 

が居るか否か？ ・

(7) 防除法として次の項目について述べた。

L 林業的防除法

1) 森林經理上の處置

2) 育林上のﾡ置



3)利用上の處置 .

4) 監護上の虎証

IL 生物的防除法

1) 有益鳥類の利用

2)有益費の利用

東北 (央秘) 地方の松当の天敵 として は次の種短が發見 さ れた。

科 4..名 和名

界公島科 (1) Tkartasimtts gricoilis I.ewis 
*

カツョウムシ

都姿科 (2) Tcnzochiln jGPoticc Reitter オオコクヌスト

闕寃移科 (3) Plaeyrsortlircicolk NIarscul ホソヒラクタニジマムシ

略航虫 ( iocclia Crsficer"s Schummel ラ ク ダイッ

小部典科 (う) イtartcolts initiator (Tabricius) キクカミキリコマ

、総弊科 (6).7halcsa johoica Ashmead ク ・ フォナガんチ

3)有空微生物の利用

IL. 物理的防除法

1) 被害木の處理法

a) 被宙木の 早期史理 ・ ,,

b 冬山の伐採虐理

e) 被害木及び根株の純皮焼却法

・) 被害丸太の害経焦役法

e) 被告丸太の水潰法 .

2) 餌木誘殺法

a) マッノキクイム シ及びマツノコキクイム シを勢照と しなﾡ木 

誘殺法 ； *

b) の他の多孔強を針県と した餌木誘役法 ,

Iv. 化學的防除

松曲に 登し 業的防除 を行っに は茨の 4 の場合の考へ られる。

1) 烈は初夏の成当飛期に業剤を林地に"霧して殺当すろ場 合

. -os- .

2) 試害の炭 あ る 木や桜管木に 討 し 薬用 を注入 して防頭除 を 行 

はんとする 場合

3) 後衛のﾡあるに木や丸太の炎面にﾡ防剤(体忌ﾡ)を塗布, 又は 

布する場合

り 丸太を到皮する際,逃亡の旗ある成山に対し依速に薬剤を撤布 

して茂歳する場合(これは特に山火の危險があ り,創皮ﾡ却の 

叫楽ない場合に座間される。

以上の各項について實施 し た DDT 粉末, DDT 懸濁液, DDT 油溶ﾡ, 

ppT 乳型の試験成績について述べた。

(8) 第8項にがて防除法賞施の合理化に ついて論述した。

Ix. 結 び

ith東北及び北海道南地方に於け る松喰里の防除について述べたが,そ 

の要決は球防及 び被害の 早•期發見 と 早期驅除であ る。防除の根本施策は被衛 

木の(倒, 制皮焼却に JR 能を過 く べきであって,一つの薬剤でﾡ除するが如 

きととのみを希うべきではない。 側皮続却も本曲に到ナる科学的訪除法の一 

つである。ﾡ後に一言したきことは防除の効果を呼けると否とは, 國ﾡが協 

力 -受して常局の指示にしたがひ, に顕除にﾡ事するか否かにある。衛 

Cの煙ガは國冇地,民行地のﾡ別がある評ではないか ら,防除實行に際して 

； ・常に図一我の態勢で営るべきであ る。

今松喰当の被書は東北及び北海道南に績々委生しは じめ, 換防ﾡ除登 

策の『立がが間のﾡとなつたので, 未だ調査及び試嗓が充分行はれていない 

が, 今日迄に得た資料を取纏め,林業技術者や民聞のﾡ者や星当學者の参 

がに供した次第である。本書が多めな ・ と も北及び北海道南地方の松数 

防除の参おに役つならは著者の沸足すると こ ろである。
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Pine BeetleDamage and Its Control (Resume)
・

・ : • 'ヽ

Dr. Motonori Inouye

The wvriter has had Opportunities to investigate pine beetles that Caused 
the death of pine trees (Pim densi/lora Sicb. and Zucc. and P. 1liurleroii Par. 
and others) in the northern part of Honshu and Hokkaido from 1941 to 1948. 
In this paper are described the results of the investigations on pinc beetle 
control in these regions.

I. In 1948 pinc beetle damges in the northern part of Honshu are 
following table.

Prefecture Area (cho)
ママでマママママ、。。、。。マ。。。

Trces volume (koku)
" マTマ- —

AoIori ・ 、 1.30 ISO 50.00
Iwntc 2s0.35 110,153 16,042.00
Nliyagi 7.00 1,200 300.00
Akにita ・ • 397.17 r • 26,4S5 14,707.87
Yamngnta. 1602.66 45,5S7 1S.C98.00

- - ・
Tolal 22SS4s 1S3,605 ヽ 49,797.S7

II. According to a report of Dr. M. Matsushita, pinc beetle has done 
a serious damage at Sapporo in Hokkaid。 from 1922 to 1925, especially on 
Pins densiflora. From 1934 to 1941, pinc beetle caused the death of pine 
trees in snow guard plantation of an acreage not less than 7 cho at Yoichi 
county in Hokkaido. A similar epidemic occurred in Oshima province in 
Hokkaido in 1948. - . ・

Hl. The present pinc beetle epidemic in the northern part of Honshu 
(Tohoku) arc closely related to the following conditions.

1) Rural road-side pine trees near human scttlement.
2) Pine trees around sawmill or station.
8) Pine trees from which gathereds resin during last war.
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4) Pine trees around human dwelling using large amount of pine 
branch for firewood.

5) Fire-killed pine trees.
• 6) Pine trees infested by other insects and fungi.

7) Pine forest around the area where many trees were cut t。 saw- 
logs during last war.

8) Pine forest around the area of urgent human settlement after this 
war.

9) Pine trees around the area where trees were killed by smoke.
10) Pine trees around the area where we can, see many windfalls and 

damaged trcees by flood or snow.

IV. In this paper the writer minutely described the morphology and life 
history of pine beetles, and also their relation to pine forest resources. The 
followving table shows the species and distribution of pine beetles which were 
found in the northern part of Honshu (Tohoku) and Hokkaido.

Family
----------------------------------------------------------------- 

Scicatlific and Japapese Namc Toloiau | Holkaido

Ipidae ・ * (1) c/ooiitn ウiniperda linnc ・ + +
Mntsu-no-kikui-mushi.

(2)J/c/ophilminorHIartig + +
Nnstu-no-koklkul-NIashi.

・ (3) Ios actuminatius Gyllenhal , ' + +
Natsu.:no.nutsua.tikui.mushi,

(4) ProximuuyEichhoff ・
+ +

NIntus'kcawa.no-kikui-mushi.
•エ. *

〜 1
() Crka/:/iw"s Nilsira +

• /f J I Kiironkokikui.mushi. ・ ・

(6) HylrgoAsglobratusetterstedt ・キ +
Matsu-no.kabairo-kikui-mushi.

■(Eo-chairo.kikui-mushi) •
(7) HyluursoAs nio.icms Murayama +

Ntatsu-no.kosujikilaui-mushi 1 …•* *
Curerionidac | (S) Cxックtorryルィ inisidiosteyRoclofs 十 +

1 ・ Nhntsurnorshirahoshi;zomulshi: 1 • •

(9) Pixsoacッiti./.s Roclofs 
Nintsurkibxoshi-xoinusli. 
(Mlatsu-mogn-zomushi)

(10) Sioa/ns Aocritaloheman
O-omushi (Kuri-no-o-zomushi).

+

+

+

+

Cerambicidne (11)/onociawtustctscrnla White 
Matsu-no.tobliro.kamikciri.

(12) Sircxjnr"ctLinnacus 
Ko-ruri-kibachi.

?

+

V. In Tohoku Pine beetle gnlleries and point of attack in the pine 
trunk is shown in the fig. 29.

VI. The following arc the main items to find the first indication of 
attack in pine trees. 、

1) Pine trees with many leaves of fadcd colour are signs of infesta- 
tion.

2) If pine buds on every twig tip are not out so much in early 
spring, it is a sign of infestation.

3) Boring dust andabnormal exudation of resin from borings along 
the trunks of pine trees are signs of infestation.

4) Dead tips from midway of certain branches are signs ofinfesation.
6) Unseasonably pale or brown foliage and unseasonably defoliagte arc 

signs of infestation.
6) When we knock at the trunk of a pine tree with a hammer, a 

voiced sound is a sign of infestation.
7) The existence of many wind-damaged trees, trees infested by 

fungi and insects, and firckillcd trees. ・
8) Trees pecked by woodpeckers indicate infestation of pine beetle.
9) If we find many pine beetles when we peel the bark of newly 

cut stump (especially cut within one year), we must reduce the 
number of insects and protect thestand from new infestation by 
removing these breeding places.

VII. As control and prevention method, the writer mentioned the fol-
lowing articles.
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1. Forestry control mcthod :
1) Indirect control by forest management practice.
2) Indirect control by silvicultural practice.
3) Indirect control by logging practice.
4) Indirect control by administrative practice.

2. Biological control method :
1) Application of beneficial birds.
2) Application of beneficial insects.

The following species are an important parasites belonging to the parasi- 
tie and predatory insects in the northern part of Honshu.

Faoily Scientific and Japnunese name

CIeridae ()
・

Thanmbmii grirollis lewis 

Iwak ko-mushi

Ostomidne (2) Zと..ochila uhontiza Reitter

O.koku-nisut。 ・

Ilisteridae (3) Platsoma lincicolle Iarseul

Hoso-hirata-emma-nushi
Rhophidiidae (4) イwoccllia crassitcornis Schummcl 

Rakuda-mushi
Braconidne () イtaw'colws initiator (Falricus)

Kitn-kamikiri-komnyu

• ・

Ichncomonidae (の) Thalcra ohonica Ashumead 

Kurofu-onaga-bachi

2) Trapping beetles with bait timber :
・ a. Trap trees method against MMeylopltilts piniferda and M・ 'imior..

b. Trap trees method against other pine beetles. : ・
4. Chemical control method :

Chemical control against pine beetles may be appled in the follo- 
wing four ways.

1) By Spraying with insecticides while the beetles are in flight in 
the forest in the spring and early summer.

2) By applying chemicalinjection against susceptible trees and infested 
trees.

3) By spraying and suffusing with repellents against susceptible trees 
and logs.

4) By means of speedy spraying with insecticides against adults of 
beetles for fcar they may escape while all the .infested barks of 
logs arc removed (when the peeling and bark-burning can not be 
used, this method may be applied to prevent the forest fire.)

The writer mentioned the results of each above method which were 
arricd out by applying DDT powder, DDT solution/ DDT oil solution and 
DDT emulsion. ・

VIII. In Article 8 the writer-described a reasonable method of pine beetle 
control practice. (

3) Application of insect discaaes.
8. Mechanical control method :

1) Treatments of infested trees :
a. Rapid arrangement of infested trees.
b. Logging in winter season.
a The peeling and bark-burning methods against infested trees 

and stumps.
d. The burning method against infested logs.
c. Water treatment method against infested trees.
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